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海面 

SUTfGCe 6 "he se 
マリ ン ブ ル ー の 海 に 太陽 光 が あ 
た り 、 と て も 美しく 輝い て いま 
す の が ご 覧 に な れる か と 思い ま 
す 。 そ の 青い 海 は 、 色 が 濃く な る 
に つれ て 深く な っ て お り ま す 。 
遠洋 で の スキ ュー バー ダイ ビン 
グ に は 十分 お 気 を つけ 下さ い 。 


南国 ツア ー バル ド 島 カン ベ キ MAP 


Ba8De 3SlAmd YeTfeCT me や 


り ツ 乗客 の 皆様 、 今 回 は プチ ワラ エア ライ ン を ご 利用 下さ いま し て 、 誠 に あ 


Q Pegx 
0 7ec。 


り が と う ご ざ いま す 。 本 日 の バル ド の 天候 は 晴れ 。 気温 は 35 度 と 、 常 夏 の 世 
m 是 ル 放 と な っ て お り ま す 。 窓 か ら 下 を ご 覧 下さ い 。 バ ルド 島 付 近 の 海 が 広がっ て お り 
ます 。 到着 ま で の 10 分 間 、 上 空 か ら 南 国 の バル ド 島 を ご 案内 いた し まし ょ う 。 


バル ド 島 の こ 案 内 cude を harde smd 


陸地 集落 
nd WUIA9e 


自然 豊か な 緑 の 色 を し て いま す 
の が 、 南 国 バ ルド 島 の 大 地 で ご 
いま す 。 山 が と も いく つか かこ 
ざい まし て 、 高 地 に な る ほど 緑 
の 色 が 薄く な っ て お り ま す 。 琶 
素 が 少な いせ いか 、 高 く な る に 
つれ て 植物 も 少な く な る よう で す 。 


バル ド 島 に 住ん で お り ま す 種 族 
は 広域 に わた っ て 集落 を か まえ 
て お り ま す 。 さ ら に この 種族 は 、 
気に入っ た 場所 が あれ ば すぐ に 
集落 を 作る と いう 習 慣 が あり ま 
す 。 黄 色 い 地 面 は 新しい 集 沙 を 
作る 可能 性 の ある 場所 で す 。 


で は 、 楽 し い バル ド 島 で の お 時 間 を お 通 ご し 下さ い 。 


野 ど / ダ / / /7/ zoo 3p 


樹木 

w66dt 
窓 か ら は 、 バ ルド 島 に 黄 縁 の 地 
面 が ご 覧 に な れる か と 思い ます 。 
そこ に は 、 樹 木 が 存在 し ます 。 こ 
の 島 に 住む 種 攻 に と っ て 、 建 築 
物 を 建て る 材料 で あり 、 す べ て 
の 源 と いえ る 存在 で し ょ う 。 


生ま し いか だ も KB。 覧 爺 。 選 、 さ 遇 こり 履 
SMG NN 9 00 更 の 人 た て へ さ の らち っ うっ.、 れ 
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6 4 2 
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第 一 章 南国 の 暮らし か た 6Y| Y6 Juue !m bard8 island 


8 ゲー ム の 操作 説明 


10 画面 の 見 か た 

12 ド シ ン の 行動 

14 巨人 現 る !! で 、 ど ー す る ? ( 

16 出 て くる 生き 物 14 gs mrles 


18 出 て くる 地上 上 物 
20 樹木 / 炎 害 の 紹介 
22 ソ ド ル セリ フ 集 
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第 二 章 南国 の 遊び か た 、 語 5 rm bards jsland 


ド シ ン を 大 きく する 
集落 を 発展 させ る 

文化 交流 を させ る 

モニ ュ メ ント を 完成 させ る 
「 遊 び の 日 」 と [働く 日 」 
人 間 を 踏み 漬 す 
転ん で トト 近 メ 

楽園 を 作る 

37 [歩く | を 考え る 

3 9 まい アゲ ッ サ ア 

40 ボッ クス を 多く 手 に 入れ る 
41 ド シ ン を ざら に 早く 大 きく する 
42 災害 を 防ぐ 

47 世界 の 終わ り 
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第 三 章 南国 こと 色 電 58 枯 和 ま 池 。 lucr ebOhe FRPe 


O 花 が 突然 に 咲い た ん で す よ ! O 人 間 が 仕事 を し て くれ ませ ん 。O 〇 光 が フ ワー ッ と 出 た ん だ よ ! OF ド 
シン は 源 れ ます か ? O 御 伽 で ヾ せ の ある 人 間 を どう し た ら 良 いで し ょ うか ……。O 大 地 の 植 物 が 枯れ て 
し まい ます 。 の 世界 の 果て の 先 に は 行け ます か ? の 何 も 無 いと ころ に 集落 の 印 が ! O 赤 い ヘ イト ド シ 
ン な の に 青空 だ の ゲーム の ナレ ーション の 声 は ? の ヘン ポ っ て な ん で し ょ うか れ ね? 〇 な ん だ か セ 
ー プ され な く 《 な っ ちゃ っ た 。 〇 も っ と 長生 き し た いで す 。O 〇 O ド シン の 髪 の も っ て どー な っ て ん の ? O 
人 間 が 食べ て いる も の は 何で すか ? O 人 間 が プチ プチ つぶ れ ち ゃ う の ! 〇 どこ に も 人 間 が いな い …… 
O 人 間 は 、 な ん て し ゃ べ っ て いる の ? 〇 O ボ ックス は 誰が 何 の 為 に 落と し て いる の ? 〇 すぐ 貼 て 困る 。 

O 山 は どこ まで 高く な る の か の う ) ? O 海 は どこ まで 深 《 な る の か し ら O 旗 の 色 を か えた いん た けど … 
… O 地 面 を 低く する と 浦 き 出る 水 は 海 水 で すか ? 〇 O ヘ ン ポ の 目線 で うま く 動 け な い で ちゅ W 〇 O モ ニュ 
メン ト を すべ て 建て る と どう な る の ? 


第 四 章 南国 の 風物 圭 be nsrururuans and Gusres yr brd8 jslamd 


WE コソ マネ よい 66 rer*ume-ellmy 
68 重力 物 占 い 

70 ギャ ル 大 集合 ! 巨乳 の ド シ ン 1 

74 本 当 は 恐い 巨人 の ド シ ン 

78 ド シ ン ・ イ ン ・ ザ ・ サ イイ バー スペース 


74 8 gl9 breesr 


特別 袋 と じ ・ 南 国 の 和 密 +38 seerer sr bards island 


鞭 シェ フ の オス ス メ 
竜 本 日 の スー プ 
⑩ 本 日 の デザ ー ト 


bard8 nA 部 
| 折り 込み ・ バ ルド 島 カ ン ペ ベ キ MAP rerreer naf sr baane jsland 


62 "6P se@CTeT 


お 四 思 思 思 四 @ 思 思 の の の の 思 テー 


己 球 ぜ う し レ ゃ 上 森 つ うけ AO 


vw つ し 損得 で 画 ( つ る で つ ト ペー ドレ ゼ で うこ )“ 
9 て SJ) で で で うつ や ミー SNGQ し ゃ * 
SJ う で の 30 で 0 で ユー 人 W 最 レン 
張 つ て 怪 較 し 嫌 で つる 


玉水 * レ ュ p 振 拓 で 、 


項目 の 選択 を する 
歩く 


還 還 マッ プ の 表示 / 胡 示 
⑳:Y 物 を 持ち 上 げ る 
地面 を 引っ 張る 
(B ) ジャ ンプ を する 
隊 開 | 還 生 の 写真 を 撮る 


サブ メニ ュー を 
表示 する (※ 注 1) 


ラブ 巨人 を 動か す 


防 交 
B+@ 
B+@ 


EL 肖 和 も 。 


ペペ オト ド ダ 


変身 する 


地面 を アゲ る 


地面 を サゲ る 
視点 の ズー ム 
アッ プ 


視点 の ズー ム 
ダウ ン 


※ 注 1 スタ ー ト ボタ ン で す が 
ゲー ム の スタ ー ト に は 使い ませ ん 。 


計 / 視点 が を に 回 転 する 


防 視点 が 右 に 回 転 する 
ド シ ン を 見 下ろ す 
視点 に する 

ド シ ン を 見 上 げ る 
ヤ / 失 点 に する 


何 度 か 押し て ヘン ポ 
ヤヤ) 失 点 に する (※ 注 2 


ド シ ン の 


※※ 流 2.:^ ベ ツン ポ ” ど は 。 
下腹 部 に ある チ 〇 ポ と オ ヘ ソ の 
中 間 的 存在 で す 。 


CSS 


2 隊 開 画面 の 写真 を 撮る 者 打 点 が 友 に 回 転 する 


A ( 還 を お し +⑩ 地面 を アゲ る ム Ph 
AA ( 寺 8 一 を サゲ る ) +⑥6 地面 を サゲ る 内 OS 


P a 視点 の ズー ム サ プ メ ニュ ー を 
回 + ウッ mm 表示 する 
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cc 


と も 
memot52P250 ーー 


へ イト 巨人 を 動か す 


ド シ ン タイ トル 画面 講座 


タイ トル 画面 


巨人 の ド シ ン 1 


[巨人 の ド シ ン 1 で 最初 に 表示 され る 画 主 2 
ら oe * 2 短い 出 アル バム 
面 で す 。 ウツ 。 レ イ ヤー は NN か ら \ 3D ス メメ ーー 
ィ ッ ク や 十字 キー で 人 各 項 目 を 選択 し 、 ゲ 
ー ム を 進め て いく こと が 出来 ます 。 1 ゲー ム を 燈 め る "を 選ぶ と ド シ ン の 一 日 1 [ 肥 人 の ド シ ン 1| を は じ め て 遊ぶ と き は 、 
が 始ま り ま す 。 ど ん な 一 日 が 待っ て いる の で "ゲーム を 始め る " し か 表示 され ませ ん の で あ 
し ょ う 2 か? し か ら ず ……。 
\ きゃ hh 】 - 
ト ン ン 大 図鑑 党 / | ミ 代 月 ド シ ン | 
rt M | 身長 愛 : 900 | 
一 代 の ゲー ム プ レイ 時 間 は 30 分 間 。 入 所 十 全 本 | 
6 の ミ 2 Sig の 本 散 第 愛 :77 1 
減 し た また ド シ ン が どの よう な ド 人 生 ( ド シ 人 全 鐘 信 ] 
ンジ の ご 人 隼 ) る お くっ た の か 、 図 全て ー AO 
し て すべ て 残さ れる の で す 。 1 ド シ ン の 身長 を どこ まで 伸ばし た か 、 こ の  † 世 界 の 果て か 飛び 降り て 自殺 し た ド シ ン 
アル バム を 見 る と すぐ に わか り ま す 。 自 分 の は 、 血 の 真っ 赤 な 色 で 表示 され ます 。 無論 、 
記録 を 作り まし ょ う 。 記録 は 残り ませ ん 。 


思い 出 ア ル バ ム 

ゲー ム 画 面 で も し ボタ ン を 押す こと で て で. 
その 画面 を 撮影 し て 写真 と し て 保存 す 
る こと が で きる の で ず すご 24 枚 まで 写真 


oe ミ 1 スク ー プ を 狙っ て 撮る に は テク ニッ ク が い 1 多 〈 の 写真 を 保存 で きま す が 、 い ら か ない 写 
を 保存 する こと が て きま す よ 。 リ ま す 。 友 達 と すご い 写 真 の 棚 りく りら べ を す 真 を 捨て な いと 、 撮 り た いと き に 撮れ な い 事 
る の も 楽し いで すれ ね 。 も あり ます の で 注意 。 


ニュ メン ト ア ル バ パム 


人 間 た ち が 建 て た 巨大 鞍 築 物 の モニ ュ ア 
ン ト 。 今 まで 鞍 て た モニ ュ メ ント は 成 粒 
に し と し CK も 。 すべ で つこ に 表 志 され ル ま 


チク 。。。。。。 1 モニ ュ メ ント の 数 は 全部 で 16 種 類 。 表 示さ 1 一 度 で も 建て た モニ ュ メ ント な ら ば アル バ 
す 。 す べ て て る と 9 れ て いる 色 は 、 協 力 し て 建て る 種族 の 色 を 表 ム に 登録 えれ て 、 約 き な 角 度 か ら 眺 め る こと 
し て いる の で す 。 が で きま す よ 。 


ゲー ム を 和 初期 化 
今 ま で ド シ ン が 築き 上 げ て きた ド シ 


ン の 歴史 と 南国 で の 生活 の 跡 が すべ 
うた: りく セーブ で 人 v 


0 い \ う ゃ 1 いじ くり まわ し た 南国 の 地形 も 、 ゲ ー ム を 1 ド シ ン カメ ラマ ン の 皆さん に 朗報 で す 。 モ 
を 消す と 7 わけ て す 。 最初 に プレ イ し た と き の も の に 戻り ます 。 ち ニュ メン ト ア ル バ ム は 消え ます が 、 思 い 出 了 ア 
ょ っ と も っ た いな い ? ル バ ム は 残り ます 。 


10 


較 ド シン カウ ンタ ー 
(ショ ー ト ) 

ド シ ン が 人 間 た ちか ら も ら っ た 、 

ハー ト ( 赤 ) と ドク ロ ( 昔 ) の 割合 を 示 

し て いる グラ フ で す 。 


# 


較 メ ッ セ ー ジ ウイ ンド ウ 


謎 の 人 物 で ある ソ ド ル さん が 、 南 国 で ド シ 
ン が 暮らす た め の ノ ウ ハ ウ を 手取 り 足 取り 
教え て 《 れ ます 。 


ゲー ム 中 に スタ ー ト ボタ ン を 
押す こと で 、 サ プ メ ニュ ー を 表 
2 の の ご と 7 か で まさ まず 。 こ こと で 
は 、 十 字 キ ー と 同じ よう に 南 
国 マ ッ プ を 表示 し た り 、 ゲ ー 
ム を セー ブ す る こと が で きま 
す 。 ゲ ー ム を 途中 で 中 断 す る 
と き は 、 必 ず こ の 画面 か ら セ 
エグ を し て 中 断 し まし ょ う 。 


軒 盛 人 の ド シ ン 

この ゲー ム の 主人 公 ( ? ) で す 。 プレ 
イヤ ー は コン トロ ー ラ を 通じ て ド 
シン を 操作 する こと に な り ま す 。 


/ 鈴 、 疲れ て し まっ た よう じ ぶ の 


マッ プ を いつ で も 見 れ ま す よ 。 


この 画面 を メイ ン と し て 、 ゲ ー ム を 進め る 南国 マッ プ は 、 

マジ ど に な り ま す 。C ボ タン ユエ ニット て で 視点 
を 変え る こと が で きる の で 、 
や すい 視点 で 楽し み ま し ょ う 。 


いち ば ん 郊 び 


ド シ ン の いる 位置 や 、 


集落 の 位置 、 モ ニュ メン ト の 位置 な ど 
が わか る よう に な っ て いま す 。 抽 才 の 


位置 も 表示 され る の で 、 急 いで そこ ま 
で 移動 し 、 炎 害 を 防ぐ こと も で きる の 


で す 。 


ド シ ン が 南国 で と っ た 行動 
は 、 ド シン 入 減 後に 数 字 と 
し て 表示 され ます 。 ド シシ 
が どん な 行動 を し た の か 、 
ド シ ン が 上島 に 与え た 丸 響 は 
どの くら いか 、 そ れ ら が こ 
と 細か くわ か り ま す 。 


1 サ プ メ ニュ ー を 表示 する と ド シ ン は 喪 て し 
まい ます 。 マ ッ プ を 見 る だ け な ら ば 、 十字 キ 
ー が よい で し ょ 95 


1 南国 の 人 口 を どこ まで 増やせ る か な ど 、 自 
分 な り に 記録 に 挑戦 し て みる の も 、 ひ と つの 
楽し みか た で す よ れ ね ? 
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圏 集落 の 位置 圏 ラブ 巨人 の 位置 
圏 建設 中 モニ ュ メ ント の 圏 へ イト 巨人 の 位置 
この ゲー ム の 舞台 と な る 南国 の マッ ある 業 共 の 位置 圏 炎 害 の 位置 
プ で す 。 十字 キー を 押す こと て 南国 甘 モ ニュ メン ト の ある 集落 の 位置 


ゲー ム の 最後 に 、 人 間 た ち 
が も 7 ある を を 2。 呈 つう で ゆる 
の の が の クビ ピ Y は 
な く 、 寺 業 で 雪 現 し しま 。 
言葉 だ け に スト レー. ト な 
見 も あっ た り と 、 人 間 た ち 
の と で も: シ ビア. な いら 面 も 坦 
間 見 る こと が で きま す 。 


1 人 間 に 親 し まれ よ ) と 、 親 切 に 愛 の ある 行 
動 を し て きた つも り が 、 キ ツイ ー 言 を 言わ れ 
る こと も あり ます ……。 


ャ シン の 行動 


ここ で は 、 ド シン の 動か し か た と あわ 
せ て 、 と の よう な 行動 が と れる の か 
画面 と 共に お 伝え し た いと 思い ます 。 


Z ト リガ ー と A ボ タン を 同時 に 押し 続け る 
こと で 、 地 面 を 盛り アゲ る こと が 
で きま す 。 ずっ と ずっ と 押上 
続け る と と そこ は や が て 

山 に な る で し ょ う 。 の 


引っ 張る 


8 
3D ス ティ ? 


8 カ ヽ の 
ガ ` ずぶ 、 
ン で 地面 そう 


5 
眉 け る こと) 
2 
引っ 張っ 
地面 を 1 つが 


5 

- セ 
5 hr す の 
の で きま 


レン の 弟 方 向 に 


二 E 
PAT 


1 ma す 室 
い い / 
05 0 
人 2 
* 5 2 
4 
Wi 人 
才 


軸 kcs 
0 

THU 

fire 


号 


R ボ タン を 押す こと で 、 愛 に 溢れ る ラブ 
巨人 か ら 、 憎 し み に 身 を 任せ る ヘイ ト 
巨人 に 変身 し ます 。 ヘ イト 巨人 の 
と き に R ボ タン を 押せ ば 、 ラ ブ 
巨人 に な り ま す よ 。 


3D ス ティ ッ ク を で ぐる で ぐる 回 転 き せ た り 、 
傾け る こと で 、 寝 て いる ド シ ン を 起こ 
すこ が 出来 ます 。 サザ メニ ュー 
を 開く と 寝 て し まい ます の で 
洲 沙 | まし よう りう 。 
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巨人 現 る !! で 、 ど ー す る ? 
攻 全 に に 立っ ド シ ン 


プレ イヤ ー で ある あな た は 、 ゲー ム の オー プ ニ ン グ ' が 終わ る と 、 
島 に た た ず む ド シ ン を や っ と 動か せる こと に な り ま す 。 
ド シ ン が 登場 し た ポー ル の 付近 に は 、 人 間 が 
住ん で いま す 。 ド シ ン は 、 その 人 間 た ちと 
愛 に 溢れ る ふれ 含 い を する こと も で きれ ば 、 
憎しみ に 身 を 任せ て いじ め ま く る こと も で きま す 。 
は て さて 、 どの よう に コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ で いけ ば 
いい の で し ょ うか …… ? 


に 3 の ある っ : 6 に: 0 
人 間 は 、 そ の 巨人 の 姿 に 驚く こと な く 、 
さま ざま な お 願い を し て きま す 。 

その 欲求 は 全部 で 3 つ 。 

地面 の アゲ 、 地 面 の サゲ 、 樹 木 の 要 求 で す 。 
その 欲求 に 応え て あげ る こと で 、 人 間 た ち は 
ドレ シン に 秋 る 財 つ で くれ あお と と で も は. う 。 


際 介 の * ッ ンス 


ふみ ヽ 線 結 0、 ペリ みい 
アゲ 欲求 サゲ 欲求 樹木 欲求 
地面 を アゲ る こ 地面 の アゲ と 同 村 築 物 を 建て る 
と で 、 建 築 物 を - じ く 、 地 面 を 整 と き に 必要 な 樹 
建て や すい 地面 地 し て 建築 物 を 木 を 欲し が っ て 
トト 鞍 て た いと き の いる よう で すね 。 
う で すず ね 。 コン 。 
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き 
呈し み の ぁ る コ eo ドー 
ド シ ン は 、 悲 し いこ と に 愛さ れる だ け の 看 在 で は な いよ う で す 。 
大 きく な れ ば な る ほど 人 間 に 邪 魔 な 存在 に な り 、 
人 間 や 家 を 潰し て し まう こと も あり ます 。 
さら に 、R ボ タン で ヘイ ト 巨 人 に 変身 すれ ば 、 
パン チ を し た り 衝 撃 波 を 出し た り と 、 


まさ に 悪 そ の も の に な っ て し まい ます 。 
宮 の 第 ド シ ン に 憎しみ を 持っ た 人 間 は 、 
2 ドク ロ を 出し て 軽 蔵 す る で し ょ う …… c 


に 術 


有 N。 ン の 命 は 30 分 


南国 の 楽し い 一 日 は 、 私 た ちの 世界 で いう 
と ころ の 、30 分 で 幕 を 閉じ ます 。 

ド シ ン の 登場 か ら 15 分 で 正午 に な り 、 
30 分 で 日 が 暮れ る の で す 。 その 日 渡 と 共に ド シ ン も 
動け な く な っ て し まい ます 。 そ の 理由 は さま ざま な 

説 が あり ます が 、 ど う や ら 太 陽 の エネ ルギー と 関係 し て いる らし いで す 。 


E 放  。/ ン ト を 半 て る 


モニ ュ メ ント と は 、 人 間 た ち が 意 味 を 込め て 建て る 

種 秋 的 な 建築 物 で す 。 大 き な ア ー ト と いっ て も 

いい か も し れ ま せん 。 こ の モニ ュ メ ント に は 、 大 き な 和 密 が 
ある らし く 、 全 部 で 16 種 類 あ り ま す 。 
その 最後 の モニ ュ メ ント を 建て た と き 、 
何 か が 起こ る らし いで す が 、 さ だ か で は あり ませ ん 。 

この モニ ュ メ ント を すべ て 建て る 事 を 目標 に 遊ぶ の も 楽し いか も し れ ま せん ね 。 
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に 


『 巨 人 の ド シ ン 1] に は 、 と て も 
ログ な が ギャ アク ダグ た ト た 40 多く 
登場 し ます 。 南国 は いつ も 大 販 
わい な ん で す 。 


イラ スト レー ショ ン 事 本 田 佳世 


s ラブ 巨人 【5 ぶ き ょ じ ん 】 | 
あな た の 化身 と も いう べき ド 
シン ちゃ ん で す 。“ ラ ブ " と い 
う だ け あ っ て と て も 平和 的 な 
の で す が 、R ボ タン で 大 魔神 の 
よう な 破壊 的 な ヘイ ト 巨 人 に 
な る の で す 唱 


「 の N オ イト 臣 ん 人 【^…e5ut ん 4 ん 
人 間 や 大 地 に 対し て 攻撃 を する こと が で 
きる ド シ ン ちゃ ん で す 。 真っ 赤 に な っ て い “ 
る と ころ を 見 る と 、 何 か に 癌 り を 表し て い 
る の で し ょ うか ? 真相 は 不明 で す 。 | 


人 間 【 に ん げん 】 | 
人 間 に は 4 つの 種族 が 存在 し 、 
それ ぞ れ 文化 が 培う 3 の で す 。 
それ に は 深い わけ が ある よう 


1 
| 
| 
ま 
| 
1 
1 
1 
1 
1 
j 
1 
1 
| 
1 


| 


1 
6 


| 還 【 お と と 】 | 


水中 を ユラ ユラ と 泳い で い | 
る お と と 。 獲 っ て 焼い て 食 
べた いで す が 、 残 今 な が ら | 


| 精 ま える こと は で きま せん 。| 


1 


上 
】 
| 
1 
| 


! 
| 
1 


南国 の こと を 細か く 説 明 し 
| て くれ る ナビ ゲー ター の ソ 


ある らし い の で す が ……・ 。 


一 列 に 並ん で 空 を 羽 け た く 
鳥 の 群れ 。 か な り 大 きく な か 
っ た ド シ ン た だ と 、 通 いか け 


_ 鳥 IE り ) 

、 ド シ ン が 植物 に 触れ る こと 
| で 、 巧 き 此 びび 山 L て (る 5 
、 と が あり ます 。 お と と 同様 、 
、 机 ま える こと は 無理 で す 。 


ゾ ソ ドル 【 そ と る 】 


ドル 。 と て も 大 き な 向 密 が 
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、 鳥 の 群 【E り の むれ 】 | 


て いく 〈 こ と お でき ます は 


9 
PC 


出 て くる 地上 多 - 旗 【 は た ] | 
ー 2 X _ 旗 は 種族 の 種類 と 同じ 4 色 。 
南国 に は さま ざま な も の が 在 在 隔 WP br 


ー て 集落 が で き て いる の か を 、 


し で いま す 。 そし て 、 新 いも [ 
こち あら わし て いる の で す 。 


の を 人 間 た ちや ド シ ン が 築い て 
いい 4 の 0 です 。 


ポー ル 【 ぼ ー る 】 
誰が 作っ た の か ? いっ た 
い 何 な の か ? 誰 も 知ら な 
い 生 の ボ ポール 。 い つの も ここ ' ] 
eunind 。 畑 【 は た け 】 水田 【 す いて ん 】 
_ 畑 を 耕し て 何 を 育て て いる の か わか 
と 。 。 り リ ま せん が 、 水 田 は きっ と 、 食 料 の 
s、 稲 を 作っ て いる も の と 思わ れ ま す 。 


メチ ね no 4 


民家 【 み ん か 】 市 場 【 い ちば 】 
民家 の よう な 建物 を よく 作る 人 間 た ち で 
す が 、 た ま に 種 社 や 町 の 中 忌部 に ある よ 


う な 建築 物 も 建て ます 。 
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壁 【 か べ 】 馬 鐘 楼 【' ぼ ん じょう ろう 】 
人 間 た ち は 、 ち ょ っ と 珍し い 建 築 物 を 
建て る こと が あり ます 。 壁 や 苑 鐘 楼 が 
_ その ひと つ 。 壁 は 、 ド シン が 人 間 に 料 
、 われ る と 建ち ます 。 | 


ボッ クス 【 ぼ っ くす 】 

空 か ら 降っ た り 、 建 物 を 持ち 
上 げ る と 出現 する 不思議 な 親 。 
触れ る と 中 か ら ハ ー ト や ドク 
ロ が 飛び 出し ます 。 


_ 設 中 モモ ニュ メン ト 【 け ん せつ ちゅ) も に ゅ めん と 】 
| 天守 ユメ ント 【 も に ゅ めん と 】 

モニ ュ メ ント 建立 は 一 大 イベ ント 。 集 落 の 発展 は 、 モ 
ニュ メン ト を 建て る と いう 、 目 的 の た め に ある の で す 。 


SS 
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千林 


建築 物 を 作る の に 欠か せな い の 


が 樹木 。 ど ん どん 人 間 に 樹 木 を 
写 え て 集落 を 発展 させ て いき ま 
じ koi】 


普通 の 樹木 


| 【 ふ つう の じゅ も く ]】 | 


グ ィ , 


| 既 っ た 樹木 【 よ ゎ っ た Co] 仁 


天 害 の 引 介 


南国 は と て も 平和 で の ん びり と 
し た 雰囲気 で す が 、 人 間 や ド シ 
ン を 痛ま し くも 炎 害 が 襲う こと 
も ある の で す !! 


| 竜巻 【 た つま き 】 | 
南国 の 海 で 生ま れ 、 南 国 の 大 地 を 援 き 回 
| す 竜巻 。 な ん で も か ん で も 空中 に 舞い 上 
_ がり 、 せ っ か く 発 展 し た 集落 も 台無し に 
、 され て し まう 、 迷 悪 な 竜巻 な の で し た ……。 | 


も 1 1 


RNN Wa MANR 
「 ーー “ 
1 6 ea My 


集中 豪雨 【L ゅ うち ゅ う ご 33】 
地面 を 窪 ませ て 標高 を 下げ て し まう 迷 呪 な 
| 災害 で す 。 放 っ て お く と 、 ど ん どん 水 び た 
、 し に な っ て し まい ます 。 栖 物 な ど が 水 に 浸 
か る と 消え る こと も ある の て 大 変 で す 。 | 


oy 
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楽園 の 樹木 【 ほ くえん の じゅ も く 】 | 


on 


火山 ざん 】 還 還 時 の ) 
、 予告 も な く 突 然 地面 が 盛り 上 が り 、 火 山 め / 

活動 が 姓 下 し ます 。 と ころ か まわ ず 、 集 
、 落 の 真ん中 か ら 嘱 り 上 が る こと も ザラ 。 殺 記 
、 跡地 を 整地 る の が と て も 大 変 な の で す 。 縛 床 


アー ディ 1 の 0 ち 』 

人 間 た ちの 始 み が 生 み 出 し た 生き 物 ( お ば 
け )。 そ の か わい い 上 に だ た まさ れ で て は いけ 
ませ ん 。 集落 か ら 木 を 次 み 、 チ ョ コマ カ と 、 
と て も 邪魔 で イラ つく 災害 な の で す 。 


火事 【 か じ 】 
遠方 か ら 地 面 を 相 っ て や っ て くる 火事 。 こ 
の 火事 の 通過 し た 道 の 植物 や 末 築 物 は 、 す 
べ て 焼 か れ て 崩れ て し まい ます 。 で も と て 
。 も ゆっ くり な の で 防御 が 楽 な 災害 で す 。 


21 


、 RY こ トル 
くつ を せ 京 人 氏 村 つき つつ そい て モモ NNK 公 ゴゴ レ ン 。 


和 
に 


toK 求 つ を ヘン シー くさ つら を で っ 男 飼 G 


e 補 で ク つ そ へ いら を 昌信 き 年 古 さ うし 40 で ーー oo 
6 2 Ph に 3 だ 】 

る を こも 
4 


N 家 つ * こ ャ コ つ こも QpGGT 1 トウ を で っ へ 要 つ さ つ 夫 つ ・ ゃ W 条 も ] 
Ce っ ちず っ る 
雪 生 


S ド レポ ヤン や で にゃ 4 っ で つ を へ 層 で に ロ 時 人 昭 や で 倍 や 人 也 当 モレ 
SsS レ くつ て NEANK つ を 悦 や う 十 全 S ペ で で SQ ベ つ を ve 生 部 ゼ ャ ドー トレ る 倫 
2 2 了 に コ 穫 
Se で で K う コト [を ロー ト 」 り リモ 届 GHX さ キー で せっ 千 表 つ を ズ 写 松 守 艇 っ 事 
の e 


8 


で ゆり しゃ や っ で つ そ さり りく 征 案 ビ ロゼ 加 GHK さ 利 一 SO ペコ を KG る も つ を 6 の 


りり せ 宗 賠 つ を 選 で HH を さ 和 キー レン て せこ つ わ 和 を H 低 会 年 一 選 宮 (レポ ネト ムン で KO で つつ を 


w 開 っ 款 回 @H※ さ キー ネズ (記さ そく ※ 圏 つ を 日 を ペーw 家 レポ ャ ン で NG 


で ゃ で こっ 生 下 人 で で 区 垢 人 到 居 ww ぐ 公 や つ で で うこ で や つ を 「 思 べく ト S * と い 4 
信 て で シネ る で 辻 KG 款 つく を ャ つっ 思 べ コ 家 理 め つや ン G の さる 【 て * ャ ュ 2) 
つ 隊 S 栄 虹 や で 全く レ や で @ 一 了 王 で 四 ズ ゼ 避 祝 ぐつ 太 ゼ 十 じ < 人 き ム っ 0 ヶ マ : し る スス くく ァ < PD 
で つえ を 朱 6 そる で 全 レ で どう で やつ キュ へ 所 生 で や で や こす で つの を で すそ oo する の る 2】 バス 3 この ニン 9 
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人 間 が 嫌がる 行動 を ドン シン ン が と る こと で 、 
ハー ト の か わり に ドク ロ を 級 い 込 むこ と に 
寺 全 ま 守 かず す ト と 同じ (、 ド ん ノン ガ ウン 
が NR ト 7 ロロ 0 の 電 の つく きれ 札 る こと C で 。、 ト 
シン が 大 きく な り ま す 。 ド クロ 印 の ある ボ 
ックス か ら も 出現 し ます が 、 間 違っ て ハー 
ト の ボッ クス を 開け て し まう と 、 ハ ー ト が 
ド シ ン カウ ンタ ー か ら ド クロ を 消し て し ま 
う 恐れ が ある の で 注意 し て ドク ロ を 集め ま 
ト 9 
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ーー 


楽園 エネ ルギー を 明 


樹木 が 雪 集 し て いる 地帯 に は は 、 ド シン を 大 きく 《 す る こと 
が で きる 楽園 エネ ルギー が 満ち てい ます 。 こ の エネ ルキ ギ 
ー が 満ち て いる 地帯 で ド シ ン が た た ず か お と 大 きく な り ま 
す 。 し か し エネ ルギー を 級 い 込ま れ た 樹木 か ら 生 気 が な 
《 く なり 、 消 えた り 枯 れ た り し ます 。 あ まり に も 吸い すぎ \ 
る と 、| 大地 か ら 樹 木 が 全然 な (な っ て し まっ た ッ I| な 


ん て こと に な りか ね ませ ん の で 注意 し まし ょ うれ 。 


楽園 エネ ルギー の ある 地帯 は 、 ジ ャ ング 
ル の よ ) に ヤン の よ うか 樹木 が 生 い 波 っ て い 
る の で すぐ わか る は ず 。 


” 緑色 の 欧 光 体 が 楽園 エネ ルギー。5 秒 程 
度 勤 か な いで た た ずん で いる と 、 多 光 体 が ド 
シン に 弘 わ れ て 大 きく 〈! 


た くさ ん の 樹木 を 一 ヵ所 に 集め る こと 
で 、 何 度 も 大 きく な る こと が で きま す 。 も ち 
る ん 樹木 は な く な り ま す 。 


家 や モニ ュ メ ント を 戚 寺 す る こと で 、 人 
間 は ドク ロ を 出し ます 。 ま た 、 人 間 を 踏み 沖 
し て も ドク ロ が 出 ます 。 


ハー ト は ドク ロ を 、 ド クロ は ハー ト を ド 
シン カウ ンタ ー か りら 消し ます 。 適当 に 両方 を 
集め て る と 損 を し ます 。 


へ イト 巨人 か ら ラ ブ 巨 人 に 変身 の と き 、 


時 人 間 の いな い 場所 で な いと ハー ト が 出 て ドク 
職 ロ を 消し て し まい ます 。 


ドク ロ 出 現 方 法 
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※ こ れ ら の 行動 を た くさ ん の 人 間 の 前 で と る と 効果 的 で す 。 


集落 の 種 を 探す 


南国 に は 、 集 沙 が 発生 する 可能 性 の ある 地帯 と いう の が 
存在 し ます 。 そ れ を “集落 の 種 " と いい ます 。 そ こ へ 人 
間 を 抱い て 連れ て いっ て あげ る こと で 、 せ っ せ と し と 集落 を 
作り 始め る の で す 。 そ の 地帯 で な けれ ば 、 い くら 人 間 を 
連れ て いっ て も 集落 を 作る こと は あり ませ ん 。 ゲ ー ム を 
開始 し た ば か り で は 、 最 初 か ら 集 落 が ある の で いい で す 
が 、 新 し 〈 集 落 を 作る 場合 は 集落 の 種 を 探し まし ょ う 。 


き 


沙 新 し 《 集 落 が 生ま れる と 、 そ こ に は 旗 が 
立ち ます 。 旗 の 色 は 集落 を 作っ た 人 間 の 服装 
の 色 と 同 じ に な り ま す 。 


縮 途中 か ら 新しい 別 の 色 の 人 間 を 連れ て 〈 
る と 、 旗 の 色 も 変化 し 、 モ ニュ メン ト に も 関 
係 し て 〈 る の で す @ 


< 本 世界 の 果て に 集落 を 作ろ ) と し て も ウロ 
ウロ と する だ け て で 何 も し て 〈《 れ な い ……。 こ 
こ に 租 は な いよ う で す 。 


※ 詳 し い 集落 の 種 が ある マッ プ は 、 折 り 込 み に あ り ま す 


べ 謀 X 瀬 貞 ビ で つき し 避 諦 洪 抱 弄 ケ く NN デ ざー は 妃 


。 千 Mr(A き 先 加 き 柚 で デ n き 計ら S 瀬 琶 所 吾 み 。 革 3 で の 革 瀬 虚 へ 和 キ へ 革 挟 敵 准 


し 1 
3 開 末 を する 

私 た ち が 生 活 する 上 で 、 食 料 と 住む 家 は と て も 大 切な も 
の の ひと っ つ 。 集落 を 発展 ふせ る に も 、 そ れ は 必要 な の で 
う す 。 そ れ ら の 材料 と な る 樹木 を 集落 に 運ん で あげ まし ょ 


2 。 そ うす る と 、 人 間 は 樹木 か ら 畑 や 水田 、 家 や その 他 
の 建築 物 を 建て 始め る は ず で す 。 そ し て 最終 的 に 人 間 た 
ち は 、 モ ニュ メン ト を を 扶 て る おこ と に な る で し ょ 74 


・ っ う で 
ア 


に 1 
間 


1 畑 や 水田 を は じ め と し た 、 人 間 の 作る 半 1 半 築 物 と 鞍 築 物 が ぶつ か る と 、 砂 煙 と 共 
築 物 は 大 小 問わ ず 、 す べ て ド シ ン が 持ち 運 に 崩れ て し まう こと が ある の で 、 持 ち 運 び 
ぶ こ と が で きる の で す 。 は 尼 重 に し まし ょ う 。 


あたり を ウロ ウロ し て いる 人 間 は どこ の 集落 に も 属し て 


いな い 場 合 が ほとん ど で す 。 そ ん な 人 間 を どん どん 集落 
へ 連れ て きい まし ょ う 。 人口 が 増え る と 、 集 落と し て の 
機能 も 発展 し ほ ます の で 、 テ リト リー が 広がっ て いき ます 。 
人 口 が 増え る と 集落 か ら は ずれ て 一 匹 狼 に な っ て し まう 
人 間 も 出 て きま す が 、 ま た 集落 に 連れ 戻せ ば OK で す 。 


1 集落 の 人 口 が 増え る と 、 人 間 が 手分け し 
て 建築 物 を 鞍 て る よ ) に な る の で 、 集 落 が 
急速 に 欧 展 し て いき ます 。 


先 肛 が 止ま る 


1 増やし すぎ …… な ん て こと は な い の で す 


3 
が 、 こ こま で て る と 、 了 アリ が た (さん ワラ 守 、 
ワラ いる よう に 見 えま す 。 | まっ 
ま (ん 
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に と 3 んっ w 
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人 間 が モニ ュ メ ント を 建て る と 、 集 沙 の 発展 は 止ま り ま 
す 。 さ ら に 発展 を させ た い 場 合 は 、 人 間 が 寺 て た モニ ュ 
メン ト を 成 壊 (また は 遠く へ 移動 ) す る か 、 別 の 場所 に 新 し 
い 集 落 を つく る か の ニニ 通り 。 ど ちら の 方 法 で も よろ し い 
の で す が 、 新 し 集落 を 作る 方 法 を オス ス メ し ます 。 そ 
れ だ け 多 様 な 文化 が 生ま れる 可能 性 が ある か ら で す 。 


が 、 詳 し て は 30 ペ ー ジ で 。 


1 モニ ュ メ ント を 大 戚 壊 。 こ れ で また 人 間 
が モニ ュ メ ント の 建て 直し を する は ず で す 


1 oO か 和み つの と (2 


。 の ” コ 奉 さぶ ネー 


- @ の n SF/ 


1 集落 を 多く 作る と 、 さ ま ざ ま な 人 間 の 色 
が 混ざり 合い 、 新 文化 が 生ま れ ま す 。 カ ラ 
フル な 旗 を 作り まし ょ うう 。 
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dr ) 抽 ー 二 楽 示 輝 華 " 県 鞭 受 苦 訪 で で 
っ 生き 宮尾 ド て 薬 沙 つ S 宇 訂 で 次 形 人 
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"オオ る ety 生 吐 計 寺 べ へき 滞 ぶ 癌 で 


人 4 つの 種族 を 織り 交ぜ る 

南国 に は 、4 つ の 種族 が 存在 し 、 そ れ ぞ れ 赤 、 青 、 黄 、 
し 緑 の 4 色 で 区 別 さ れ て いま す 。 ど の 種族 に よっ て 集落 が 
いい \ 形成 され て いる か に よっ て 、 完 成す る モニ ュ メ ント の 種 
出 類 が 変化 し ます 。 例 えば 、 赤 い 種 族 の 集落 に 青い 種族 の 
会 人 間 を 連れ て い 〈 こ と で 、 赤 が 建て た モニ ュ メ ント と は 
| 


別 の モニ ュ メ ント を 建て 始め ます 。 た だ し 、 建 て 始め て 
か ら 交 流さ せ て も モニ ュ メ ント は 違う も の に な り ま せん 。 


序 毅 か ら チ ラ ホ ラ 見 
か ける 上 顔 。 赤 の 次 に 
多く いる 青 。 


赤い 種族 の 人 間 は 
南国 で も っ と も ポ 
ピュ ラー な 存在 。 


。 で 許さ 中 さき の dr の ホ 革 代 衣 語 避 放 と て 楽 ぶ きり ボー 。 人 SW 


3 きき Kr の 寺本 て 遺 測 肖 有 きよ は 可 みき ポイ 。 革 刺 き 移 思 


3 が 海 を 越え 、 か な り 探 さ 
いつ から な い | む 剛 いと っ か 5 な い ク 
次 色 い 竹 族 。 JE 。 ご で ー 


ド シ ン が 連れ て きた 新しい 人 間 が 仲間 に 
加わ る と 、 集 落 の 人 間 た ち は 暖 か て ハー ト を 
出し て 迎え て 〈 れ ます 。 


ドル メン と いう モニ ュ メ ント 。 赤い 種族 
だ け だ と 、 永遠 に これ し か 建て ませ ん 。 是非 、 
他 種族 と 文化 交流 を 。 


種族 に よっ て は 珍し い 条 物 を 如 て る も の 
も 。 鐘 突き 堂 や 万 里 の 長城 の よう な 壁 は 種族 
特有 の 建物 と いえ ます 。 
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と も あり ます 。 
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も 少な いと 、 薄 設 中 の モ 
と で モニ ュ メ ント が 崩れ 


て し まう) 場合 が あり ます 。 
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ュ メ ント アル バム | 


立地 条件 | 


ュ メ ント が 崩れ 出す 


メン ト が 崩れ て し まい ます 。 周 凍 | 
の 樹木 を 植え まし ょ う )。 


“仙一 度 で も 建て た モニ ュ メ ント は 崩れ た と 


ュ メ ント の 雑 立 | 
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人 口 を 増やし 、 樹 木 で 畑 や 村 物 を 半 て 、 最 


し て 集落 は 平坦 な 場所 が 安全 で すれ ね 。 


設 中 の モ 
注意 


は 注 宮 しま ょ じょう 。 ざ うち ! 
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働く 日 の 人 間 た ち 


働く 日 の 人 間 た ち は 、 ひ っ きり な し に 働き ます 。 水田 に 
稲 を 植え 畑 を 耕し 、 家 を 建て モニ ュ メ ント を 建て と 、 働 
きま くり ます 。 さ す が に 昼 に は 食事 を 摂る よう で す が 、 
タ 方 まで 動き っ ぱな し 。 人間 た ち は ド シン に 樹木 や 地面 
の アゲ サゲ を 欲求 を し て きま す 。 働く 日 は 、 ど ん どん 集 
落 が 発展 し て い 〈 大 切な 日 と いえ る で し ょ )。 し か し 、 
その 人 間 た ちの 欲求 に 答え る か は あなた 次 第 な の で す 。 


1 ド シ ン に 「 木 を くれ | と 欲求 する 人 間 た 1 | 地面 を アゲ て 《 く れ | と いう 欲求 は 、 大 
ち 。 樹 木 を 運 ん で あげ る こと で 、 末 築 物 を 体 が 水辺 で 起こ る も の だ と 思っ て 下さ い 。 
建て は じ め る は ず で す よ 。 アゲ て 水 を 消し まし ょ う 。 


{あまりに も 地面 が デコ ボコ し て いた り 、 1 人間 た ち が 働か な か なくなっ た の な ら 、 そ れ 
斜面 が ある と 、 人 間 は | 地面 を サゲ て 〈 れ | は すでに 建築 物 の 革 て られ る 地帯 に 空き が 
と 欲求 を 出し て きま す 。 な いか ら か も し れ ま せん 。 


1 大 きい 楽園 が あっ て も 村 物 が た くさ ん 林 
つと は 限り ませ ん 。 樹 木 は ー ヵ 所 集中 より 
まばら に 散ら し まし ょ う 。 


の NO 
ax 2 ぐい 0 
て て だ た 、 す ~ we 
6 d w 只 
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遊び の 日 の 人 間 た ち 


遊び の 日 の 人 間 た ち は 、 朝 か ら の ん びり 体 を 休め て いま 
す 。 楽 器 で 音楽 や 踊り を 楽し ん だ り 、 昼 報 を し て 仕事 の 
疲れ を と っ た り し て いる よ です 。 こ の 日 は まっ た く 働 
か な い の で 集落 の 発展 は で きま せん が 、 こ ん な の ん びり 
し た 人 間 た ちと 一 緒 に た わ む れる も よし 、 地 面 の アゲ サ 
ゲ で 集落 予定 地 を 整地 する も よし 。 自由 気まま に 目的 も 
な く ブ ラブ ラフ 過ごし て みる の も いい か も し れ ま せん 。 


1 集団 で お や すみ を し て いま す 。 遊び の 日 1† 楽器 の 演奏 と 共に 踊っ て いる 人 間 。 バ ッ 
な の で 、 い つも より 1 時 間 ほ ど 長 〈 喪 た り し グ 宙 返り を し て 遊ん で いる 人 間 も い ます ね 。 
て いる の で し ょ うか ね? 高等 テク ニッ ク で すれ ね 。 


1 人 間 は 集団 で 行動 し て いる こと が 多い よ 1 遊び の 日 で も 、 集 落 の 人 間 た ち は 新 し い 
う で すれ ね 。 食事 も みん な で 輪 に な っ て マン 人間 を 迎え 入れ て くれ ます 。 人口 を 増やす 
ガ 肉 を 食べ て いる よ う で す 。 日 に し て みて は いか が ? 


委 ん び ! 


| RI 


8、 乾 仁 じ ゃ | 
デー ささ げ も の を 巻き 上 げ て お る | 
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1 建設 中 の モニ ュ メ ント も この 日 は 避 設 休 1 遊び の 日 で も 災害 が 地 い ます 。 成 壊さ れ 
止 。 今 の うち に も っ と 平坦 な 場所 に 移動 さ た 末 築 物 は 修 徹 で き な い うえ 、 こ の 日 は 新 
せ ち ゃ う 手 も あり ます よ 。 し い 村 築 物 は 作り ませ ん 。 
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ヒト フ マ ズ ふた つの 方 法 


ド シ ン の 巨 体 に 踏み 潰さ れ た 人 間 は 、 天 国 へ と 召さ れ て 
いき ます 。 人口 が 南国 か ら ひ と り 減 る こと に な る の で す 
が 、 か わり に 花 が 咲き 、 そ れ は 次 回 の ゲー ム で 樹木 へ と 
変化 し ます 。|「 人 間 を 潰し て で も 樹木 が 欲し い !|| と いう 
な ら 別 で す が 、 絶 対 に 人 間 を 潰さ な い 方 法 が ふた つ あ ぁ り 
ます 。 ひ と つ は 、3D ス ティ ッ ク を ゆっ くり し と 傾け て 歩く 
方 法 。 も う ひとつ は 、 ヘ ン ポ の 視点 で 歩く 方 法 で す 。 


べき (X 紀 か 憶 戸 反 惑 K 江 
計 昨 飼 YN そ 。 革 づ て の いき 蓮 喜 束 み 
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授 下 普段 は 思い っ きり 歩き た い 方 向 に 3D ス 

LA ティ ッ ク を 傾け ます が 、 ゆ っ 〈 り と 少し だ け 


傾け る と 、 遅 く 歩 きま す (スリ 足 )。 


ヘン ポ の 視点 は 、 い 《 ら 歩い て も 人 間 を 
踏む こと は あり ませ ん 。 し か し と て も 歩き に 
くい と いう 欠 点 が ……。 


人 間 が た くさ ん いる 集落 で 踏み 沖 し まく 
る の も 、 な ん た だ か 快 王 です 。 こ れ だ と お 花畑 
に な っ て し まい ます れ 。 
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転ぶ ド シ ン 


半 抑 べべ 


ベン 加計 て 謀 


いぶ 何 か に つっ か か っ て 転び そう に な る ド シ ン で す が 、 簡 単 

ん に 転ぶ の を 回 避 で きる の で す 。 転び そう に な り 、 繕 川 
C まき さん の 声 が し た 時 間 か ら 3D ス ティ イッ ク を ド シ ン の 芋 
う * 中 の 方 向 に カッ カッ カッ 1! と 強く 何 度 も 押し 倒し まし ょ 
行 率 ) 。 す る と 、 体勢 を 整え る こと が で きる は ず で す 。 ド シ 
動 快 ン の 大 き さ に より 3D ス ティ ッ ク へ の 力 の か け 具 合 が 変化 
に に し ます が 、 い つも 強 〈 倒 すこ と で 確実 に 助かり ます 。 
WP r 4 
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ド シ ン の 背中 の 方 向 に 、 
強く 個 す の が コツ な の で 


。 つ ょ rr くま べべ ざ て 潜 上 避 KK ボ 
っ WT 


( す 活 転び そう に な る ド シ ン 。 こ の アワ ワ ア ワリ 
リ ワ と し て いる シー ン で 、3D ス ティ ッ ク を 強 

1 ( 何 度 も 倒し まし ょ う 。 

は 縮 人間 の 付近 で 転げ な いで 助 か る と 人 間 は 

あ 音 ん で ハー ト を (《 れ る の で す 。 と て も 良し い 

り 光景 と いえ る で し ょ )。 


< 穴 こん な で か い ド シン で も 転び そう に な り 
ます 。 逆 に ここ まで で か いと 、 転 ぶ と どう な 
る か 見 て みた いで すね 。 


べ へ で 問 叶 一 モ 日 馬 滋 


アー 
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諾 浅 薄 上 囲 潤 。 せ 3 て の 人 流 負 滞 王 古 型 箇 


ー う 2 
デ ー デ 


> ツー ビ 和 ev 避 療 さき ー 革 き 研 溢 S③ ポ し 和 抑 さ 7) 。 革 遇 
導入 へ ( 作 小 全 NN デ 


樹木 を 集め る 


樹木 を 地面 に 置く こと で 、 そ の 周 半 に 縁 の エネ ルギー を 
与え る こと が で きま す 。 楽園 は 、 樹 木 が 放つ 縁 の エネ ル 
ギー が いく つも 重なり 合う こと で 話 生 する の で す 。 楽園 
に は 楽園 エネ ルギー が あり 、 ド シン を 大 きく 《 す る の で す 
が 、 引 い こむ こと で 樹木 は な く な っ て し まい ます 。 そう) 
いう こと か ら も 、 集 沙 を 発展 させ た い の で あれ ば 、 楽 園 
エネ ルギー で 大 きく な る こと は お 薦め で きま せん ね 。 


きわ め て 一 般 的 な 普通 の 樹木 で す 。 枯 れる と 茶色 に 。 


楽園 に 育つ 植物 で 、 ヤ シ の 
よ うな 馬 じ が し ます よれ ね 。 」 


1 水辺 の 付 近 に ある 植物 は 、 枯 れ に くい と  † 楽園 都市 を 作っ て み ま し た 。 な ぜ か ギリ 
いう 性 質 が あり ます 。 島 の よう な 集落 の 樹 シャ に いる よ ) か な 気分 に な り ま す 。 美観 を 
木 は 、 も ちがい いで す よ 。 探し て 誠 し て み ま し ょ う )。 


CY 
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倒せ 3 ひき すみ る 衣 岳 きき 次 トー て 皇 りほ で 中 。 革 る 3 で へ 衝 和 な マイ 


"TS の 光 飼 時 腔 具 ( ゃ ) オ 陣 下 へ 


"の 月 
Ne6584 


ケア より あやや ギド 


ゲー ム を 始め て 最初 の ド シ ン は 、 と て も 小さ な 巨人 で す 。 
歩幅 も せま 〈、 歩 く ス ピー ド も と て も の ん びり と し て い 
ます 。 可 〈 移 動 す る た め に は 、 ど ん どん ド シ ン を 大 きく 
し て いか な 《 て は な り ま せん 。 ド シン の 大 き さ に 比例 し 
て 、 歩 ( 遠 度 も 変化 キ する の で す 。 ラ プ ド シン より も へ イ 


1 コロ な 憎しみ に 
働 そ うと し て お る な 
の 


1 ド シ ン は 走る こと が で き な い の で 、 如 く 1 へ イト ド シ ン は ラブ ド シ ン より 、 す べ て 
移動 する ため に は ド シ ン を どん どん 大 き 〈 の 人 視 動 に お いて 速く 行動 で きま す 。 徒歩 や 


する し か な い の で す ……。 アゲ ・ サ ゲ も 早い の で す 。 


空中 洋 施 [ 

あぁ まり 知ら れ て いま せん が 、 ド シン は 空中 浮遊 が で きる 
ん で す 。 海 の 淡 瀬 で 歩き な が ら ジ ャ ンプ する こと で 、 ド 
シン は フワ ーッ と 浮い た まま 前 方 に 進む こと が で きる の 
で て す 。 うま いや りか た と し て は 、 溢 瀬 か ら 深い ほう ヘ ジ 
ャ ンプ する と 、 浮 遊 時 間 や 移動 距離 が 長く な る で し ょ う 。 
大 き な 巨 人 で ある ほど 、 成 功 率 は 高い で す よ 。 


1 浪 遊 中 の ド シ ン は 、 身 体 が 硬直 し て いま 1 水中 を 普通 に 歩く より も 、 空 中 浮遊 の ほ 
す 。 い っ た い ど ん な パワ ー で 肖 い て いる の う ) が 水 の 抗 抗 が な い だ け に 可 《 移動 で きま 
ko 9 3 1 す 。 う まく 肖 け る か な ? 
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20 


"アゲ と は つま り 、 地 面 を 引 り 上 げ る こと 。 ど ん どん 了 
ゲ て い (《 こと で て 、 エ ペル スト の J」 ) な 高山 を 作る こと も 
で きま す 。 同 じ 場 所 に と どまり な が ら ア ゲ る こと で 、 デ 
コ ボ コ し た トン が ガリ 山 の よ うな 、 歩 き に くい 地形 に な っ 
て し まい ます 。 な め ら か に 地面 を アゲ た いと き は 、 円 を 
描く (よう に 歩き な が ら ア ゲ を ずる よう に し まし ょ う 。 


JA 


1 同位 置 で アゲ 続け る と 、 ト ン が っ た 山 1 円 を 描く よう に 歩い て アゲ る と 、 な め ら 
に な り ま す 。 ト ン が っ た 山 を 平地 に 戻す の か な 地面 に 。 海 底 を アゲ る と きも 、 円 を 指 
は 、 か な り 苦 労 し ます よ 。 《 よ 1 に 了 ナ ゲ ま し ょ 9。 


アゲ て 二 と 火事 か ら 集 落 を 守る 


集落 を 戴 ) 炎 害 。 せ っ か 〈 発 展 し て きた 集落 を 災害 に め 
ちゃ くち ゃ に され た 日 に は 、 泣 《 に 泣け な い 状 態 に な り 
ます 。 そ ん な 人 災害 か ら 集 落 を 守れ る 方 法 が ある の で す 。 
中 規模 な 島 を 作り 、 島 の 海岸 線 を アゲ て 、 壁 の よう に す 
る の で す 。 山 を 越え られ な い 竜 巻 を 防ぎ 、 水 に 弱い ノー 
テ {と 火事 を 防ぎ 、 災 害 か りら 集落 を 無事 に 守れ ます 。 


1 まる で 崖 に か こま れ た 刑務 所 の よう で す 1 あま り 壁 を 高く し すぎ る と 平地 面積 が 少 
が 、 徒 個 す る 人 間 も す ぐ 集 落 に 戻せ 、 と て な く 〈《 な り 、 発 展 し に くく 《 く な り ま す 。 ほ ど は ほ 


も ベス ト な 地形 な の で す 。 どの 高 さ に し まし ょ う 。 


う まい サゲ 


"サゲ と は つま り 、 地 面 を 掘り 下げ る こと 。 同 じ 場 所 を 
アゲ 続け る と トン ガ っ た 山 に な る よ うに 、 サ ゲ 続 ける と 
窮屈 な 海溝 に な る の で 注意 。 人 間 は 急 な 斜面 な ど を サゲ 
る よう) に 要求 し て きま す 。 そ の まま サゲ て し まう し と 人 間 
や 建築 物 が 水 に 浸っ た り 、 建 築 物 同士 の 衝突 が 爺 生 する 
の で 少し ずっ 様子 を みな が ら サ ゲ る と よい で て しょう 。 


1 こん か な 斜面 に ある 壮 築 物 は 、 サ ゲ る こと 
で 突然 壊れ た りす る こと が あり ます 。 他 の 
場所 に 移動 し まし ょ う 。 


1 サゲ を 人 間 た ち に 頼ま れ た ら 、 人 間 が 水 
に 漫 ら な いよ うに 、 矢 名 よ り も 少し 遠く か 
ら サ ゲ て あげ まし ょ )。 


サゲ て 樹木 を 示 圭 す る 


水辺 の 樹木 は 、 枯 れる スピ ー ド が 普通 の 樹木 より も 眉 く 
な り ま す 。 そ の 特色 を 利用 し て 、 ド シン 入 洲 前 に 地面 を 
が の 業 馬 尼 水 計 め ま も ようす | そり する こと で 、 新 し 
《 ゲー ム を 再開 し た と き に な く 《 な っ て いる 樹木 を 減ら す 
こと が で きま す 。 そ の まま 水 に 浸し て お くく と 人 間 が 樹木 
で 建築 物 を 作れ な い の で 、 元 通り 地面 を アゲ まし ょ 2)。 


1 サゲ る 深度 は 、 ド シン の 足 が 隠 れる ぐら 
いで OK。 あま り サ ゲ す きる と 、 ア ゲ る と き 
に 大 変 な の で 注意 て すね 。 


1 枯れ る どこ ろか 、 逆 に 植物 が 増え まし た 。 
入 滅 5 分 前 に は 、 水 に 漫 け て お く 《 こと を 心 が 
は で お ね おき ましょ う 。 
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平坦 に し よう 


まる で ロー ドロ ー ラ ー が 整 
地 し た か の よう) に 地面 を 平 
電 ば て きる ナノ トリック グ が ある 
り ま す 。 ア ゲ と サゲ を 何 度 
も 繰り 返す こと で 、 平 坦 に 
する に て が て で てき る の て す 。 
と ん な に デコ ボコ し た 地面 
て も 、 や 円 IMC きま ず すず 。 て 
の テク ニッ ク を 使 ) こと で 、 
か な り 高 い 高地 に 集落 な ど 
も 作れ る の で 、 高 山 都市 な 
ど と い 2 芸当 も 簡単 に で き 
る の で す 。 


1 どこ まで も 平坦 で 地平線 が 見 え そ ) な 愚 
じ で すね 。「 シ ム 〇 テ { 一 】 の よ ) に 遵 物 を 
並べ る の も 楽し いか も 。 


定か ら 隆 ら せ る 


RS ボッ クス は 2 准 類 あり ます 。 小 さい ボッ クス と 大 きい ボッ 
ハ は 2 ス 。 衝 し て 、【 マー ク の ポッ クス は 、 生 が 入っ て いる 
スズ 語 か わか ら な い ス ペ シ ャ ル ボッ クス で す 。 ス ペ シ ャ ル ボッ 
レア クス は ド シ ン が 行 を た て さん ずる こと に 比例 し て を か 
も 」ー 降っ て きま す 。 た 《 さ ん アゲ ・ サ ゲ し た り 歩 《 こ と で 、 
の それ だ け 多 て く の ボ ックス が 隆 っ て きま す 。 鞍 築 物 を 持ち 
けり 上 げ る こと で も ボッ クス は 出現 する の で 、 ボ ックス を た 
ャ の 《 さ ん 欲し い の な ら ば いろ いろ 試し て み ま し ょ ) 。 夢 物 
パ ど の 下 の ボ ックス は 、 一 度 拾う と 同じ 鞍 物 の 下 か ら は 出 て 
2 きま せん 。 
と ? | 
の, 
リ た 
を 何 
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電 いい 
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C 水 大 き な ボ ックス は 小さ な ド シ ン で は 開け 
す イア Mk AA 


9 ボッ クス だ ら け の 風景 。 お 某 子 が た くさ 
ん ある よ ) な 気持 ち に な っ て 、 と て も 嬉し い 
光景 に か り ま せん か ? 


<Q、 た だ 黙っ て いる だ け で は 、 ボ ックス は 
め な いと いう こと 。 ど ん どん 動い て ボッ クス 
を 手 に 入れ まし ょ う 。 
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生 て も ドク ロ で も 、 集 め る ほう を 決め まし ょ う 。 こ 


こ で は ドク ロ を 集め る こと に し て 、 次 に 小さ な 島 を 作り 
ます 。 い ちば ん 小さ な ド シ ン が その 島 で 寝る と 、 水 に 浸 
っ て し まう で らい 小さ な 島 で す 。 も こく に 人 隣 ま た 〈 さ ん 
集め ます 。 も そこ て 、 ヘ イト 巨人 に ま 衝 、 そ うす る に と で . 
た くさ ん の ドク ロ を 人 間 が 出し ます 。 そ れ を 繰り 返す と 、 
すぐ に いち ば ん 大 ミ な ドド シン に な れ ま すず よ 。 


1 へ イト 巨人 に な っ て ドク ロ を 入手 し た ら 、 1 あっ と いう 間 に ビ ッ ク に 。 し か し 、 こ の 
その 島 か ら 離 れ て ラブ 巨人 に 。 そ し て 島 に テク ニッ ク を 使 ) と 災害 が 人 移 生 し や す 〈 な 
また 近づき まし ょ う )。 る の で 注意 が 必要 で す 。 


1 災害 か ら 人 間 を 守る 手段 と し て 、 ド クロ 1 こん な に ハー ト が 飛ん で きま し た 。 ド シ 
が 出 て きた ら す ぐに その 場 か ら 離 れる こと 。 ンカ ウン ター に 入り きれ な い ハ ー ト は 消え 
これ で 助かる で し ょ う 。 て し まう こと が あり ます 。 


竜巻 は 流 で 殆 生 し て 大 地 に 上 陸 し 、 建 築 物 や 植物 、 人 間 
まで 、 な ん で も か ん で も 巻き 上 げ ま す 。 巻き 上 げ ら れ た 


持 呈 送 


が 如 築 物 同士 が 衝突 し て 壊れ た り と か な り 迷 悪 。 防 御 策 と 
「 し て は 、 竜 巻 は 混 で 苑 生 する の で 集落 に た どり 着く 《 ま で 
も に 時 間 が か か り ま す 。 そ の 間 に 竜 巻 に 体 当 た り を し て 止 
2 め る か 、 ア ゲ て 山 を 作り 、 防 波 堤 の 役割 を させ る か の ふ 
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た つ で す 。 災 害 発生 か ら 到 達 まで の 時 間 が 決め で す 。 


人 86、 間 堂 は 山々 な 越 える の が 普 手 じゃ 
ま 


沙 大 きい ド シ ン な ら ば 、 竜 巻 に 押さ れる こ 
と て な (トウ セン ボ が で きま す 。 


WW 音 巻 は 前 進 し な が ら 横 に 移動 する こと 
| も 。 横長 の 山 を 作る の が 有効 で す 。 低い 山 は 
』 越え て 〈 る の で 注意 。 


小さ な ドド シン で は 、 竜 巻 に 押し 返さ れ て 
し まい ます 。 ラ ブ 到 人 より カ の 強い 、 ヘ イト 
選 人 に な っ て 寺 る と いう も 。 


。 キ 妹 て 薄 抽 届 難 Sew 光 へ SKK し つ 穫 入 染 泊 洗 へ うる 滞 員 浴 


> S 信 嘉 選 寺 KriW べ は 羽 沙 革 c 革 高 さて 。r う る 石 
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・ ド シン で 竜巻 に 体 当 た りす る 
・ 地 面 を アゲ て 山 を 作っ て 竜巻 の 進行 を 止め る 


RS 


火山 は 炎 害 の 中 で 、 い ちば ん 厄介 な も の た と いえ る で し 
ょ 2 。 と ころ か まわ ず 地 面 が 引 り 上 が り 、 火 山 が 発生 す 
る の で す 。 そ ん な 火山 か ら 集 落 を 守る 手 が た っ た ひと つっ 
だ け あ ぁ あります が 、 手 間 が か か り ま す 。 | 災害 が ハー ト や 
ドク ロ を 明 収 し た と き に 発生 し や すい | と いう 7 特色 を 利 
用 し て 、 ハ ー ト や ドク ロ を 人 間 や ボッ クス が 出し た 瞬間 
に 集落 か ら で き る だ け 離 れる の で す 。 それ し か あぁ ありません! 


活 火山 が 発生 する と 、 そ こ に 大 きか な 山 を 残 
し ます 。 集落 に で きた りな ん か する と 、 と て 
も 旧 し い 思 い を し ます 。 


計 せっ か く 整 地 し た 地面 も この あり 様 。 水 
中 に 火山 を 台 生 させ る の が 、 い ちば ん 良い 方 
法 か も し れ ま せん ね 。 


人 火山 の 任 面 て ズレ 落ち た 建築 物 が 突然 圭 
れる こと が あり ます 。 地面 の サゲ より も 和 
物 を 移動 させ まし ょ う 。 


・ 噴 火 中 に サゲ で 地面 の 盛り 上 が り を 抑え る 
・ ハ ー ト や ドク ロ が 出 た ら 集 沙 か ら す ぐに 離れ る 


竜巻 と 同様 、 移 動 型 の 災害 で す 。 遠方 で 発生 し 、 竜 巻 よ 
り も 遅い 速度 で じわじわ と 近づい て きま す 。 火 事 の 火 に 
触れ た 樹木 や 建築 物 、 人 間 は 焼 か れ て 消え て し まい ます 。 
火事 は ド シ ン が 体 当 た り し た り 踏 むこ と で 消す こと が で 
きま す の で 、 で きる だ け 早 〈 火事 現場 に 行き まし ょ う 。 
さら に 火事 は 水 に 郷 く 、 川 や 池 な ど を 作っ て 集落 を か こ 
お こと で 、 末 失 に (こと ず が で きま す 。 


活 火事 は 、 複 数 の 火 が 集まっ て で き て いま 
す 。 そ れ ら に ひと つ ひ と つ 触 れ て 踏み 消す こ 
と で 、 火 事 を 消し ます 。 


中 最初 か ら 集 沙 や 楽園 を 水 で 半 む れこ と で 火 

欄 識 事 に よる 被害 を 未然 に 防 で こと が で きま す 。 
つま り 水 上 都市 で すね 。 

全 小さ な ド シ ン の 場合 、 火 に 体 当 た り し て 


則 消す ご と に 押し 飛ば され て し まい 、 叶 間 の ロ 
ス を 生み 出し ます 。 


・ 火 事 を ド シ ン で 踏み 潰す 
・ 火 事 に ド シ ン で 体 当 た りす る 
・ 川 や 池 で 進行 を 止め る 


せっ か 〈 集 め た 樹木 や 楽園 を 次 ん で し まう 、 い た ずら オ 


バケ の ノー テ ィ 。 そ の カワ イイ 容 変 と は 裏腹 に 、 と て も KSo 
述 遇 な 災害 で す 。 水 が 料 い で 、 水 か ら 輝 げ よ うと し ます N 


が 、 水 で 集落 を 半 む の は ご 法度 。 水 に 触れ て 消え る わけ 
で は な い の で 、 集 落 中 が ノー ティ だ ら け に な っ て し まう 
の で す 。 ド シン を 好 きか な 人間 の 集落 と 、 嫌 っ て いる 人 間 


の 集 沙 が 近く に ある と 、 出 現し や す 《 な る の で 注意 。 、 古 


ノー ティ は 人 間 の “ 招 み "が 生み 出し た 
オバ ケ 。 チ チョコチョコ 動い て 潰し に くい で す 
が 、 一 匹 一 匹 根気 よく 。 


We 結構 、 た くさ ん の ノー ティ { が 発生 する の 
で 、 樹 木 が 少な いと き は 、 無 視 を する と いう 
手 も あ り ま す が ……。 


人 動き が ラブ 巨人 より も 若 千 速い 、 ヘ イト 
選 人 で ノー テ 1 を 疲 み 潰す と 少し は 楽に で き 
る か も し れ ま せん れ 。 


・ ノ ー テ { を 踏み 潰す 
・ 水 で 凍 ん で 追い 詰め る 


2 半 3 
eee 次) 


と て も 欧 生 率 が 低い 災害 で す 。 一 定 の 範囲 の 土地 の 高低 
差 が 、 大 きい と き に 苑 生 する よ う で す が 、 さ だ か で は あ 
り ま せん 。 こ の 災害 は 、 陸 地 に 大 雨 を 降らせ て 海抜 を 下 
げ て し まい ます 。 被害 と し て は 、 災 害 の 中 で いち ば ん 小 
さ な も の と いえ る で て しょう 。 ド シン が シャ ンプ し て 南 受 
に 頭 突 きす る こと で この 災害 を 消す こと が で きま す 。 大 
き な ド シン な ら ば 、 体 当たり で 雨 愛 を 消す こと が 可能 で 
し 


頭 突 き が うま く 雨 時 に ぶつ か ら な い 場 
合 、 雨 愛 の 進行 方 向 に 先 に 移動 し 、 山 を 作っ 
て 体 当 た り も 有効 で す 。 


この で ぐらい 大 き な ド シン な ら ば 歩い て 雨 
愛 に 触る だ け で 消し て し まい ます 。 突進 し て 
サク ッ と 消し まし ょ う )。 


雨 愛 は 、 い くつ も の 愛 の 集合 体 。 ひ と つっ 
消し た と し て も ダメ 。 す べ て 頭 突き し な いと 、 
意味 が な い の で す 。 
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・ 雨 愛 を ド シ ン が 頭 突 きす る 


・ 山 に 登っ て ド シ ン で 体 当 た り を する 
・ 大 きく な っ た ド シ ン で 体 当 た り を する 
・ 地 面 を で きる た け 平 坦 に する 


の 
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き 例 
O 


人 間 や 地上 物 を 異 次 元 に 消す 


世界 の 果て に ド シ ン が 踏み 入る と 、 底 無し の 異 次 元 に 落 
下 し 、 ゲ ー ム オー バー に な っ て し まい ます 。 で は 、 ド シ 
ン で は な く (て 人 間 や 建築 物 を 投げ 捨て る と どう な る の か 
と いう と 、 や は り ド シン 同様 、 帰 ら ぬ 人 ( 物 ) に 。 死ぬ 
わけ で も 壊れ る わけ で も な 〈、 静 か に 世界 か ら 姿 を 消し 
て い 〈《 の で す 。 い ろ い ろか な も の が 異 次 元 に 消え て いく 〈 光 
景 は 、 感 慌 深 いも の を 感じ ます ……。 


上 当 刀 中 


Cm 』| 


沙 ド シ ン が 落ち る と 、 ゲ ー ム オー バー に な 
りり ます 。 こ の 先 に 何 が ある か は 、 誰 に も わか 
ら な い 印 な の で す ぃ …。 


W 人 間 を 世界 の 果て の 先 に 放り 授 げ る ド シ 
ン 。 い っ た い 人 間 は この 時 、 ど ん な こと を 考 
えて いる の で し ょ うか ? 


や も っ た いな いで す が モ ニュ メン ト を 放り 
| 投げ て み ま し た 。 静か に 水 に 沈む よ うに 、 異 
次 元 に 落ち て いく o 
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・ ド シン を 含む 、 ド シン が 持て る すべ て の も の 


sg 
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公 


IE 
「 まま まま え スス ネス ネト まま まま まま まま ええ まま まえ まる. ま 】 
WW CN POes(ー い ンー テー ター 
Se - 和 W 5 誠 表 まき すま 到 衣 【 き イミ 6 
トド に 4 広 


ん の 2 0 「 


【9%9 62-D150-117059 6 


(一 部 地域 で は ご 利用 に な れ ま せん 。) ( 
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W 6 7 6 
ヘン ボ の 視点 で 「 C ボ タン ユニ ッ ト の 下 を 押す こと で ヘン ポ の 視点 で 
3 給 行動 する こと が で きま す 。 し か し 、 思い 通り に 動か 
うま く 動 け な い で ちゅ ! し づら いと いう 欠点 が あり ます 。 で す が 、 3D ス ティ ッ 


ク を ちゃ ん と 進み た い 方 向 に スレ る こと な く 倒 すこ 
と で 動か し や すく な る の で す 。 どう 考え て も ヘン ポ 
視点 は 操作 し に くい の で す が 、 それ で も ヘン ポ と い 
う 方 は お 試し くだ さい 


ヘン ポ の 視点 は 、 人 間 や 植 
物 、 建物 が より 大 きく 見 える 


ツ 


の で す 。 
この 人 べ モニ ュ メ ント を すべ て 建て る と 、 と て も 恐 ろ い いこ と が 
ト を す 起こ る と 言わ れ て いま す 。 南国 の 神 の お 吉 り に 触 
建て る と どう な る の ? れる か も し れ な い の で 、 と て も ここ で は 言え ませ ん 


が 、 普通 じゃ 考え られ な いこ と が 起こ る と 伝記 に は 
記さ れ て いる の で す 。 その 和 夕 審 を ソ ド ル が 知っ て い 
る と いう 噂 も 聞き ます が 、 さ だ か で は あり ませ ん 。 
本 当 に 謎 な の で す … 


EE 
】 


すべ て の モニ ュ メ ント を 揃え 
る の も 一 苦労 。 頑張 り ま し 
ょ う ね な 。 


_ 旗 の 色 を 変え る に は 、 変え た い 集 落 に 加え た い 色 
の 人 間 を 連れ て いき まし ょ う 。 例え ば 、 赤い 旗 の 集 
落 に 青い 色 の 人 間 を 連れ て いく < と 、 赤 と 青 の 旗 が 
並び ます 。 逆 に そこ か ら 青 の 旗 を 消し た い 場 合 は 、 
青 の 人 間 を 集落 か ら 離 れ た 場所 に 連れ て いく か 、 


踏み 潰し まし ょ う ( か わい そう で す が ……)。 そ の た 
要 人 額 で 他 の 色 も 試し 計 


て みて 下さ い 。 


4 色 の 族 が 揃う と 、 嬉し く て 
ハッ ピー な 気持 ち に な る の は 
な ぜ ? 


ゞ 呈 え 池 だ と いえ ば 池 だ し 、 川 だ と いえ ば 川 、 海 と いえ 記 
地面 を 人 バ の る ー 洒 8 ば 海 。 明 確 な 違い は 南国 に あり ませ ん 。 だから 3 
出る 水 は 海 水 で すか ? 「 こ れ は 池 、 こ れ は 海 ] と 、 自 分 で 決め て いい の で 
す 。 し か し 、 最初 に ゲー ム を 始め た と き の 地 形 か 
らし て 、 大 き な 海 に 浮か ぶ 島 々 と いう イメ ー ジ が 
思い 浮か ば な いで すか ? そこ に 川 や 池 を 作る 
と いう ニュ アン ス で は 
どう で し ょ うか ? 


規模 で 分 ける の も ひと つの 
手 。 これ は 池 と いう 感じ が し 
ます ね 。 


し 際 計 O: 植 物 は 、 


KG 


(@) 人 う も 山男 で す 。 


は どこ まで 
高く な る の か の う ? 


ん XN 
(@) 聞 う も 海女 で す 。 


者 は こま で 


深く な る の か し ら ? の 


W 


山 の 標高 に は 限界 が ある の で す 。 し か し 限界 が 
ある と は いえ 、 い ちば ん 大 きく な っ た ド シ ン の 身長 
より も ずっ と 高く な り ま す 。 そ の 山 の 頂 上 に 行く と 、 

まる で 雲の上 に いる か の よう な 気分 に 。 頂 上 か ら 
伯 か 下 の 地 面 に ジャ ンプ し て 楽し む の も お も し ろ い 
2 


山中 か ら 下 を 見 下ろ す と 、 高 
すぎ て 地面 が まっ た く 見 えま 
せん 。 


海 の 深度 に は 限界 が あり ます 。 し か し 限界 が ある 
と は いえ 、 いち ば ん 大 きく な っ た ド シ ン の 身長 より も 
ずっ と 深く な り ま す 。 海 を 泳ぐ 馬 も 、 さす が に 深い 
水城 で は 泳い で いま せん 。 海 を 深く する こと で ド シ 
ン の 動き が 鈍く な る の で 深く し すぎ る の も 問題 で す 
ね 。 地面 を 平 担 に する テク ニッ ク を 使う こと で 、 深 
い 大 陸 棚 も 形成 で き 。 
ます よ 。 | 


どん な に 深い 海 で も 、 ド シン 
は グー グー と 寝 て し まい ます 


ぃ ひも の の 


紀 : 0 に 6 AN | 6 NR 1 ' と K 3 6 Re 
で 、 クラ リオ 衝 ぶ 本 の 衝 」ー 正午 を まわ る と 空 か ら 落 ち て くる 謎 の ボッ クス 。 ボ 
時 0 ツ 2 ズ ( ま ネ / 本 の N ま PA を 
思 ) GAS 稚 何 の 為 ックス か ら は ハー ト や ドク ロ 、 植物 や 人 間 な ど が 飛 8。 
) W ず 沙 と し て いる の ? び 出 し て きま す 。 そ ん な ボッ クス を 落と し て いる の は 、 。 
SN 2 ) ソ ド ル に よる と “巨人 に な り 切 れ な か っ た 何 か " ら し 。 

頭 に 落ち て きた ぞ 。 い の で す が 、 宇 定 人 だ と いう 説 も ある よう で と 
に か く < 悪意 を 持っ だ 存在 で は な いよ うな の で 、 心 SE 
配 は いら な いで すね れ 。 


多く の 行動 を する こと で 、 ボ 
ックス の 出現 率 が 上 が る と い 
う 噂 。 


す ぐ 5 が 困 る に ド シ ン が 寝る 条件 は ふた つ あ り ま す 。 “サフ メニ ュー 
K 「 を 表示 させ る "と " 長 時 間 何 も を しない" の ふた つ で 

寝 す きだ っ つ 一 の II す 。 マッ プ を 見 る た め に サ プ メ ニュ ー を 開く と その 度 
に ド シ ン が 寝 て し まう の で 、 マッ プ を 表示 し た いと き 

は 、 十字 キー を 押し て マッ プ を 表示 させ る こと を オ 

スス メ 。 円滑 に ゲー ム を 進め た いと き な ど に は 十 
字 キ ー が 便利 で す 。 


衝 


人 間 た ちと 一 緒 に 寝 て いま 
す 。 と て も ほのぼの し た 光景 
で すね 。 


陵 を 沈め る こと で DAT て 


| ーー \ の に 、 


ヾ ず と こ に も 人 間 が いな い ……。 が あり ます 。 列 に 人 間 が 郊 明 に な っ て いる わけ で 
0 も バグ で も な く 、 人 間 は マッ プ の 堪 隅 に いる は ず 
で す 。 世界 の 果て か ら 落 ちる こと な く 、 ワ ラ ワ ラ と 。 
NE 泳い で いま す 。 人 間 た ち が ど こ に 向かお うと し て い 

る の か は 、 未 だ に 謎 
1 の まま で すず 
上 集落 も 大 陸 も 人 影 も な い の 
本 っ に 、 な ぜ か 人 口 は こん な に 多 
(2 て に 
ナ 、 南国 に 住む 人 間 た ちの 言葉 を 私 た ち が 理 解す る こ 

人 間 は 、 ょ ん て と は で きま せん 。 ハ ー ト が 出る 時 に 発する 長 び の 

し ゃ べ っ て いる の ? 声 や 、 ド クロ を 出し て 悲し ん で いる 声 な ど は 、 聞く だ け 
で 人 間 た ちの 感情 は わか り ます よね 。 し か し 、 新 し 
い 集 落 に 人 間 を 連れ て いっ た と き に 発する 歓迎 の 
声 は 、 な ん と な く 「 い らっし ゃ い 」 と 聞こ えま す が … 
5 、 ど うな ん で し ょ うか 。 
3 何 を 言っ て いる か わか ら な く 
5 て も 、 感情 が 伝わっ て きま す 
よね 。 


Q: ボス は どこ で ちゅ か ? A: いま せん 。 


座 か に 株 を 持て 食べ て いる 』 う に 見 えま す が うま 
い 棒 で は あり ませ ん 。 この 食物 は 、 マ ン ガ に よく 登 。 


' yy う \ 、 尊 ? 場 する "マンガ 肉 "で す 。 [は じ め 人 間 ギ ャ ー ト ルズ ] 


の 原始 人 の キャ ラク ター が 食べ て いた 肉 に も 似 て 。 
いる の で 、 “原始 肉 "と も よ ば れ て いる よう で すす と の 。 
動物 の 肉 か 不明 で す が 、 マン モス の 肉 な の で は な 
いか と 推測 し ます 
誰 し も 、 こ の マン ガ 肉 を 食べ 
た いと 思っ た こと が ある は ず 
で も 
開 が プ 大 きく な っ た 巨人 は 、 その 体重 で 人 間 を 踏み 潰す 
人 間 が プチ プチ こと が ある の で す 。 人口 の 多い 集落 な ど を 歩く 場 8 
つぶ れ ち ゃ う の ! 合 は 、 踏 み 潰さ な いで 歩く の が 逆 に 難し いと いえ ま と 
[ す 。 踏み 潰さ ず 歩く に は 、 ふ た つの 方 法 が あり ます 
C ボ タン ユニ ッ ト の 下 を 何 度 か 押し て ヘン ボ の 視点 了 
に し て 歩く か 、 3D ス ティ ッ ク を 軽く 進む 方 向 に 倒し て 歩 。。 


く と 回 避 で きる の で すれ 


3D ス ティ ッ ク が すご い の は 、 
“抜き 足 差 し 足 パ つま り ス 
リ 足 が で きる と ころ 。 


アデ アア STR ペデ ュ の と 。 TA の 
っ 


久 9 ベン 


2 SS @ 


っ と さ こい で 南国 の 一 日 は 、 私 た ちの 住む 世界 で 30 分 。 時 間 
も っ と 長生 き し た いで すま が 来る と 、 ド シン は 入 減 し 、 新 い い ド シン へ と ゲー ム 
で きる こと な ら 死 に た く な い 。 は 愛 け 継が れ ま す 。 この 法則 は 、 い くら 基 行 を し て も 、 


どん な に 気張っ て も 変え る こと が で き な い の で すず 長 
生き を する より も 、 その 限ら れ た 時 間 の 中 で どれ だ 
け 充 実 し た 行動 を と れる か が 大 切 。 目標 を 決め て 
ゲー ム に 挑み まし ょ う 。 


バカ な こと を し て 遊び まく る の 
も う ひ と つの 楽し み 方 と いえ 
家電 


ド シ ン の 髪の毛 っ て 《⑳ “ オ 〇 ケ の Q 太 郎 " の よう な 3 本 の 毛 の よう に 思わ れ 


5 て いる 方 も いる よう で す が 、 実は ド シ ン の 髪の毛 は 、 
ど 一 人 な っ て ん の ? ヅラ ? バサバサ し た 毛 が 頭 の 渦巻 き の あ た りか ら 、 集中 し 
て 生え て いる の で す 。 あま り 髪 型 を 整え て いる と は い 
えな いで す が 、 チョ ンマ ゲ の よう で カッ コイ イ と 思い ま 
せん か ? アフ ロ や シャ キー の ド シ ン が いた ら お も 
し ろ い で す よ ね 。 


ゲー ム 画 面 で は 、 ド シン の 髪 
型 が あま り よ くわ か り ま せん よ 


て 


7@) 0 寺 ド か の ん で し ょ うか れ ? * ヘ ン ポ "は 、 チ ン ポ と ヘソ の 中 間 的 な も の で 、 ド シ 
て 3 し 7 e 


6 0 ン の ヘソ の あたり に ポコ っ と 出 て いま す 。 オシ ッ コ が 。 
kk 2】 の 0 sO 0 O 
ヘン ポス ヘン ポ ) 


k 中 公 内 k 則 出 品 衝 すす WWYYWVYVYVYYYYYYYY 
* 0 も 2 Pe YY に セ 1 r SS YS 上 
AN 和 な 0 


出る わけ で も な く 、 ヘソ の 尾 が 切れ た 跡 で も な く 、 不 
思 議 な モノ と し て 、 いま だ に な ん な の か 正体 が わか 縮 9 。 
っ て いま せん 。 あ る 学者 は 、 ド シン の 頭 は フェ イク で 、 際 9 


だ 

ヘン ポ に こそ ド シ ン の 本 質 が ある と いう 説 を 語っ て の 
いま す が ……・ に 
時 

1 


視点 を ヘン ポ の 高 さ に する こ 
と が で きま す 。 コク ピッ ト か も 
ね ? 


2 よう 
の 


SS ーー アベ コイ ナ 、 壊れ た か も し れ ま せん が 、 壊れ て いな いか も し れ ま せ 
ょ ん だ か セー プ さ れ な く ん 。 それ は 、64DD 本 体 に 内 蔵 され て いる 時 計 を 変 
な っ ちゃ っ た 。 壊れ た ? 更 し た こと で 発生 し た 事故 の 可能 性 が 考え られ ます 
時 計 を 最初 に 設定 し て いた 時 間 よ り も 昔 に する こと 
で 、 セー ブ さ れ な く な る の で す 。 ちゃ ん と セー ブ が で 人 
きる よう に 直す に は 、 元 の 時 間 に 戻 し し ゲー ム を 進め 
れ ば 良い で し ょ う 。 


セー ブ し た と 思っ て いて も 、 
遊ん だ デー タ は セー ブ さ れず 


AL えま まえ まえ 』】 の の 人 つの の ひつ の の の 9 ひる お の に 2 


『 
YS た の に ヘイ ト 巨 人 に な る と 、 空 に 暗雲 が た ちこ も り ま す 。 
赤 1 下 選 人 な の ! し か し 、 ヘイ ト 巨 人 な の に 、 さわ や か な 青空 に な る 
表 空 だ よ !? こと も ある の で す 。 それ は 、 も うす ぐ 夕 焼け に な る と 


いう 時 に 発生 し ます 。 今 ま で 暗い 概 に 覆 わ れ て いた 
南国 が 突然 斉 空 に な か り 、 ド ス 黒 い 有 雰囲気 も 消え て 
し まう の で す 。 ゲー ム 終 了 5 分 前 か ら 、 ヘイ ト 巨 人 
で いる と いい で し ょ う 。 


る が の たげ 


青空 に な っ て も 、 や れる こと | 
は ヘイ ト 巨 人 と まっ た く 同 じ で 


の ナレ ーション の ソ ド ル の 声 で すか ? っ て 嘘 で す 。 ナレーション の 
(@^ 2 アー 声 は 声 は 、 女優 で あり 、 元 レ ー ス クイ ー ン の 緒川 た まき 
どこ の オ ネ ー チ ャ ン で すか ? さん で す 。 彼女 の 声 に グッ と きた 方 も 多い の で は な 


いで し ょ うか ? な ぜ 、 ナ レー ショ ン に 緒川 さん な 
の か ? この ゲー ム の ディ レク ター で ある 飯田 和 数 
が 、 彼 女 の 大 ファ ン だ か ら …… と いう 噂 も あり ます が 、 
その 理由 は 不明 で ま 


ド シ ン が 大 きく な る 場面 。 緒 


川 さ ん の 声 が 聞け る ひと と き 上 
の 


で す 。 


と ンー ペ 電 ( の 果て に は 行け ます が . その 先 へ 進む こと は 
の の 人 の に を 
(23 せき 果て | ! で きま せん 。 果て に 足 を 踏み 入れ る こと で 、 奈落 の 


wp イ 生け ます か 7? 底 へ と 落ち て し まい ます 。 た ま に 人 間 が 果て の 先 で 
こっ 2 泳い で いる こと が あり ます が 、 ド シン は そこ に 行く こと 
行け る な ら 行 きた いで す 。 は で きま せん 。 も う 一 度 ド シ ン の 人 生 を や り 直 し た い 


場合 、 ど う で も よく な っ た 場合 、 足 を 踏み 入れ て も 
いい か も し れ ま せん 。 


落ち た その 先 に は 、 いったい 
何 が ある の で し ょ うか ? 謎 
で す 。 


Oc 


ペ そ 
で 4 


4 


0 


た) 


22YP た Cs 


さい 


も マ 


に 」。 


何 ボ いい Y こ の 人 聞 が いな く < く て も 、 た ま に 抹 沙 の 本 が マッ プ に 表示 
され る こと が あり ます 。 陸 が まっ た く な い 海 上 で も その 

集落 の 印 が 1!! よう な 現象 が 発生 し ます し か し これ は バグ で は な く 
人 間 が その 場所 を 泳い で 通過 し た り 、 集落 を 作っ た 

な ん な の か し ら ッ !? は いい が 、 人 間 が 徒 税 し て し まっ た 場合 に 発生 し ま 
' ま 他 に も 原因 は あり ます が 、 それ が いち ば ん 多い 
原因 で し ょ うれ ね 。 


海上 に ある 集落 の 印 。 水中 
に 集落 が ある わけ で は な いよ 
う で す 。 


中: 本 本 2 和 3 ed 0 NPD 
2 


の や る テキ ミー シー オーー きつ まず [も 3 論 みっ ー ム ア ア よ る っ テー 


2 上 


3 


火山 な どの 災害 に よっ て 集落 が 拉 き 回 され る と 、 
人 間 は 集落 か ら は ずれ る 場合 が あり ます 。 集落 の 


ボケ て 徒 答 ぐせ の ある (4W ボケ て 徒 簡 し し いる わけ で は あり ませ ん 。 竜巻 や 


人 間 を どう し た ら 

ド 人 口 が 増え る こと で も 、 集落 か ら は ずれ る 人 間 が 
良い で し ょ うか …… 出 て きま す 。 常 に 人 間 た ち は 集 落 か ら は ずれ る 状 
態 に ある の で す 。 ウロ ウロ し て いる 人 間 は 、 抱い て 
集落 に 連れ て いっ て あ 
げ ま し ょ うれ ね 。 0 


波 の さ ざ な う 海岸 線 で 愛 を 語 
ら う 恋人 な の か も し れ ま せん 
よね ? 


9 の の 9 8 お 父上 の 頭 に は 発 毛 剤 を か けれ ば よい で す が 、 
オォ ヤジ の 頭 の よう 1 大 地 の 植 物 を 枯 ら さ な いた め に は 水 が 有 効 で す 。 
大 地 の 植 物 も 水 の 付 近 に ある 植物 は 、 そ う で な い 植 物 よ り も わ 
ず か な が ら 枯れ に くい の で す 。 植物 の 付近 か ら 
枯れ て し まい ます 。 新 い い 植 物 が 生え て くる こと も ある の で 植物 を 増 や 
し た い 場 合 、 むやみ や た ら に 楽園 エネ ルギー を 青 


う の は 挫 え た ほう が い 
いか も し れ ま せん ね 。 


色あせ た 植物 は 、 枯 れる 寸 
前 の 植物 。 突然 消え て し ま 


者 も ed か は 
し た で TLS 7 


feYfTmm ーー 緑 の 光 は UFO で は あり ませ ん 。 その 光 も 植物 が 


夫人 2 [ 密集 し て で きる 、 楽 園 が 生み 出す 楽園 エネ ルギー 

で ペ づ 楽 園 じ ゃ な い の に 光 が な の で す 。 お も し ろ い 現象 と し て 、 木 が 生い茂っ て 
RS “ 6 いな く て も 、 楽園 エネ ルギー が 発生 する こと が あり 。 
Po に 0 も に. の たま ます 。 植物 が まばら に 散ら ば っ て いる 場所 で は 、 植 。。 


物 と 植物 の エネ ルギー が 微妙 に 重なり 合う と 、 そ 
の よう な 現象 が 発生 。 
する よう で す 。 


偶然 が 生み 出し た 、 自然 界 
の 不思議 と 言え る か も し れ ま 
せん ね 。 


30 2 タビ の ド シ ン が 泳ぐ 瞬間 を 目撃 し た こと が な い の で 、 泳げ 
に る は 湧 れ 0. る か どう か は 不明 で す が 、 少な く と も ド シ ン は 湧 れ 
ド シ ン は 泳げ ます か ? ませ ん 。 ド シ ン 出 現 か ら 入 減 ま で 、 ずっ と 水中 に ド 
SR シン を 沈め る と いう 南国 大 学 で の 実験 結果 で も 、 「 
和 は 泳げ ませ ん 。 それ は 実証 され て いま す 。 ド シ ン か ら 気 泡 が 出 て - 
いる こ と か ら 、 空気 を た め て お く タ ンク の よ うな も 上 
の が ある と も 考え られ 
て いま す 


水中 で 寝る と いう 、 人 奇人 変人 
も ビッ クリ の 荒 行 を な し と げ 
ます 。 


M 


裏 技 を 発見 し ま に だ た 。 
花 が 突然 喘い た ん で す 。 


が 


人 間 が 仕事 を し て くれ ませ ん 。 
低 賃金 に 対す る スト で し ょ うか ? 


⑩ 


残念 な が ら 、 それ は 裏 技 で は あり ませ ん れ ね 。 ある 程 
度 大 きく な っ た ド シ ン は 、 人 間 を 踏み 潰し し し まい ま 
す 。 その 踏み 潰さ れ た 跡 に 一 輪 の 花 が 咲く の で 
花 は 次 の ゲー ム プ レイ 時 に 、 植物 と な っ て 生ま れ 変 
わり ます 。 ちな み に い っ ぱい 人 間 を 潰す と 、 そこ は 楽 
園 に な り ま す よ 。 で も 潰さ れ た 人 間 は 、 ちょ っ と か わ 
いそ う で すれ 。 


ド シ ン に 踏み 潰さ れる と 
同時 に 魂 が 昇天 。 そ こ に 
花 が 咲き ます 。 


人 間 た ち は 賃 金 で 働い て いる わけ で は な い の で 、 ス 
ト で は な いと 思わ れ ま す 。 それ は きっ と 、 “遊び の 日 " 

な の で し ょ う 。 遊び の 日 は 、 人 間 た ち は 働 きま せん 。 
つま り 、 家 も 建て ませ ん し 、 畑 も 耕し ませ ん 。 無論 、 人 
間 た ち に 植物 を 与え て も 何 も し ませ ん 。 そ ん な 日 は 、 

地面 の アゲ ・ サ ゲ に いそ し ん で みる の も いい か も し れ 
ませ ん ね 。 


遊び の 日 は 、 人 間 が ブラ ブラ 
集団 で 遊ん で いる 光景 が 見 


の の の の の の ひも の の る の の ひみ の の ひる つの の みる は う の ひも の 9 の つの の ひひ) の 9 の 9 の の の でる の で 人 の の みる の の つの の の ひか の ひる の ひ ゆ の つの ひみ の 9 の の の ひ の つの の 9 お の の の の の かみ の の ゃ の あの うる の ひ の 9 の の の の の る? ちの る 人 ひ 6 ミュ.」 の の の の の もの か ひ の の の の の の すす の の の 9 の す 9 の の ひる の る る の 
ーー ニーーー マジ ギー デー ニー キー 
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ちゃ いま す ! 
7 内容 は 変更 され る こと が ご ざい ます 。 あら か じ め (1999/12 
公 央 サー ビス 内容 が 光 え て き ぶ 現在 ) 
A 和 前 D 公 AF で ワ 
D 朋 て 方 刈 
洛 11111111 
ラン ド ネ ッ ト 会 員 専 用 会 議 室 (BBS) w 8 回 | 


20007176UP6 介 に < た 年 損 メ ー ル を ご 埋 介 させ て いた だ さき - ょ | を: 9 6 PTTTTTTTT 
2000 げ 1 アプ 1MEWW ・ 8 ゃ ん か ら の 新年 の 杯 失 で す 。 問 洋 弄 竣 洒 応 騰 吉 癌 騰 右 問 記 
> 電 邊 
再 LLETIIT1」 


ち す を どり 1 syeres の 
ラン ド ネ ッ ト の ラン ドッ ト の し く 8 大 人 


し くみ 大 ふ (CZZD ラン ド ネ ッ ト は 、 ネ ットワーク を 様 っ た あん な で つく る "O の 8" 、 
さき ゲー ム 幸 砂 し だり 、 情 幼 と つき ュ ニケ ー レ ョ ン し た り 、 い ろ ん な 失 
ケッ ト し た り 、 い ろ ん な こと が 邊 曲 に 楽し めも ゃ う 、 雷 し い サー ビス で す 。 
る NINTENDO 64 本 生 


ンド ネッ トス ター タキ ッ ト 


ひ 64po 
MNTENDO 6@4 に セッ ト す やる だ け で 
ちら を P② cawe ゲー ム や オン ワク が の 
< NNNTENOO64 モ チ 


4PYYENDO 84 る)2bd に パワ ー ア ァ ブ 

〇 ラン ドキ ッ ト テ ィ ス ク 
衣 員 古 腸 の コー ナー や ホー ペー ジ で 見 る た め の デ ィ メ ク 

O 〇 NNTENDO⑥4 モ ジュ ラー ケー ブル 
4DO と 香 綴 画 中 と きつ な で ため の 失策 ケー ブル 

3 上 り ソフ ト を 楽し むための ツー ル 
ら T を 3 nenesas 〇 NTeNOO64 マウ ス (ペイ ント スタ ジ ガ に) 

T マ リガ アー ティ スト 」 シ リー 

の ひ マリ ゴア ー テ ィ ス トコ づま ュ ニ ケー ショ ン キ ッ ト 
『 タ リオ アー ダ ィ 2 スト) そ 作 っ た 作品 0 キッ ト よ で 


0 の Tr 


紹 ドキ ネッ ト に 入 大 する と 、 ら 64 の DD ソフ ト が 6 も つい て くる | 
それ に 才 機 名 商 店 い 新 他 ゲ ー ム ソフ ト が 生々 先 玩 する よ 。 


e4ooc 反 4 き 呈 ゲー ム 情 報 


入会 する と も れ な くつ いて くる ソフ ト 


その 徐 新 律 ソ フト が 清々 整 場 
本 


ーー の 2 二 


へ へ ご 理 郊 CK 丘 S 
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ド 
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十 
の 
氏 


えき xyW 共 ロー 所 選 王 名 


に 


we 


人 


彼岸 . 弧 車 。 寿 。 熱 。 天 。 魚 。 耳 


ャ っ 


召 。 区 民 。 ト ム 。 東 。 紙 工作 。 構 


覚 白 文字 女 肖像 。 脱 力 庭 。 東 
北沢 振 々 鈴 ノ 音 。 応 援 。 獲 達 。 新 


演 革 wo 1 心 待 


小樽 = 鍵 調 。 彼 岩 


巨 収集 巨人 話 。 旅 


行 準備 。 雪 年 


日 卒 生 ngi 

央 し 

や た らし い 

| 提 し 」 

アデ 細 人 の だ シン | リ っ で を あ に ? 
いい 1 


生き 0SCuAMMKR 
3 ジ g ょ らく の ん つい て 


に 
この ゲー ム を か っ た だ な 


CT 
お まけ 


ン サ テン ザウ の 6400 に 開 す は 


ン 1 の マリ ー 草 ル 公 


オフ 1 ン ャ ル : ュー ムペ ベー 
http://WWwrandnetdd.co.jp/kyojin/ “ 


NN 


2 


ン / 


私 た ちあ パー ラム が 9 年 間 、C 逢 を 沙 い で 
峰 の お 手元 に 
で ご 才 力 いた だ い 


ュ テ 『 詳 入 の ド ? ン 14 人 大 全 は 守っ て 凍 和 れ 


ENDO ス ペー スワ ー 


で ー き 二 あ まり 常 玲 し て いな か っ た の で 、 予価 た 
い まっ た く 介 しい 誰 汗 で し た 。 


し か し 、 よく よく 人 えて みる と 「 大 きく な り に し 
ちか が 切 更 な も の と し て め ゃ の は 季 な ら め 「 ホ き な 」 子 
備 た あの 方 で すし 、 催 


も の だ っ た か も し れ ま せん < 
海外 プレ ス の 屋 企 も 諾 く 


を 


昔々 、 人間 た ち が 戦 ば か り し て いた こと が あっ た 。 親 の 代 の 
人 間 た ち が 電 精 こ め て 作り あげ た 建物 や 田畑 は 武器 を 作る 
た め に 解体 きれ 、 ま た 敵 に 壊さ れ た り し て 、 あたり 一 面 窯 々 と 
し た 荒野 原 に な っ て し まっ た 。 
人 間 た ちの 荒ん だ 心 が 動物 
た ち に も 移っ た よう で 、 候 や 鳥 
も 路 嘩 ば か り し て いた 。 子 と も 
た ち が じ ゃ ん けん を する 時 も 、 
クー は 拳 骨 で 殴り 、 パー は 平 
手打 ち 、 チョ キ は ハサミ で 切り 
か か っ て 血 だ た ら け に な っ て 遊ぶ 
と いう ルー ル が 定着 する ほど 
世 も 末 、 ま さ に 死 選 累 々 の 戦 
国 時 代 だ っ た 。 と ころ で 、 緑 の 
種 攻 に は 喉 か ら 手 が 出る ほど 欲 いい も の が あっ た 。 黄色 の 
種族 が 大 事 に し て いる 、 旬 の 形 の 木 で で きた 大 き な モ ニュ 
メン ト で ある 。 緑 の 種 医 は 象 や サイ な と の 大 き 〈 て 強い 動 


ト g イ の 木 多 


物 を 神 と 崇め て いた の で 、 偶像 礼拝 の た め に も 木 の 象 が な 
ん と し て も 必要 だ っ た の で ある 。 それ を スパ イ か ら 聞 いた 黄 
色 の 民族 は 、 こ れ は 緑 の 奴ら を 一 斉 に 滅ぼす また と な い チ 


ャ ンス た と 色 め き 立 っ た 。 
黄色 の 戦士 が 木 の 象 の 中 
に 何 百 人 も 隠れ て いて 、 緑 
色 の 種族 が 象 を 盗み に 来 
た と き に 中 か ら 踊 り 出 し て 侍 
毅 放 撃 を し よう と いう こと に 
な っ た 。 そし て 、 ある 夜 、 旬 
の 中 に 隠れ て いた 黄色 の 
種族 が 緑色 の 種族 に 肖 い 
掛か ろう と 外 に 出 た 瞬間 、 
そこ に は 象 ど ころ で は な く 大 


き な 見 た こと の な い 黄 色 い 生 き 物 が 木 象 と 合体 し て いた 。 
ニニ っ の 種 牙 は し ば らく あっ け に と られ て いた が 、 才 に 返っ て 巨 
人 を 神 と 崇め る こと で 意見 が 一 致し めで た く 和 解 し た そう た 。 


を 大 無し むん > 訴 


人 間 は 自殺 する と な か な か 天国 に 行け な いと 言う けれ と 、 そ 
の 魂 は いっ た い ど こ を さ 迷 っ て いる の か 、 ひ い お 苑 さん に 聞い 
て も 分 か る まい 。 ある と ころ に 一 人 の 可 衣 想 な 若者 が いた 。 
その 若者 は 、 水車 小屋 で 働い 
て いた が 火事 で 焼け て し まい 、 
仕事 も な いし 、 慰め を 求め よう と 
遊郭 に 行っ た が 、 犬 を も 怖がる 
ほど と の 膜 病 者 だ っ た の で 女人 
に も 相手 に され ず 、 すっ か り 絶 
望 し て 死 の うと 思っ た 。 世界 の 
行き 止ま リ り ま で 泳ぐ と そこ は 崖 っ 
ぶち に な っ て いて 、 まっ さか さま に 
転落 すれ ば この 世 か ら 解 放さ 
れる と 聞 いて いた の で 、 その 世 
界 の 果て を 目指 すこ と に し た 。 それ は 大 変 な 道のり だ っ た 。 若 
者 は 途中 で 何 度 も 足 が つ っ て 湧 れ そう に な っ た が 、 ここ で 死ぬ 
の は また 早い 、 世 界 の 果て で 果て て や ろう と 意地 に な っ て いた 。 


そし て 数 日 後 、 や っ と 世界 の 果て らし き と こ ろ ま で た どり 着い た 。 
目 の 前 に は 不吉 な 黒い 虚無 の 世界 が ロ を 開い て いる 。 あ そ 
こ に と び こ め ば 、 楽に な れる 。 若者 が 一 歩 足 を 踏み 出 そ うと し 
た その 時 、 信じ られ な い 光 
を 見 て し まっ た 。 何 十 人 
も の 人 間 が 群れ を な し て 世 
界 の 果て の 境界 線 の あたり 
を 泳い で いる の だ っ た 。 と い 
う よ り も 、 人 間 だ っ た 魂 が 浮 
遊 し て いる と 言っ た ほう が 良 
いか も し れ な い 。 注 怖 で 錠 
み 上 が っ た 若者 は 、 そ の ま 
ま 短 霊 た ち に 海 の 底 に ひき 
ずり こま れ そ うに な っ た 。 その 
と き 、 大 き な 黄 色 い 手 が 若者 を すく いあ げ て 、 あと で 気づい た 
と き は 浜辺 に 横たわっ て いた 。 帰っ て きた 若者 は 、 死ぬ こと に 
対し て 前 より も 膜 病 に な り 、 も う 自 殺 は すま いと 碧 っ た そう た 。 
77 


を も LE 人 


昔々 、 島 に 千 ば つが あっ て 、 大 地 は 荒れ 果て 砂 と 岩 ば か り 、 つか な い 。 人 間 た ち は 、 な すす べ も な く 巨 人 の 周り を ぐる ぐる 
作物 は 何 も 肥 た な く な っ て し まっ た 。 人 間 た ち は 困 り 果 て て 、 と 走り 回 っ た 。 する と 目 が 回 っ て ふら ふら に な っ た 巨人 は ば っ 
雨 を い を し よう と いう こと に な っ た 。 雨 を い の 儀式 に は いけ に たり 倒 れ た 。 そこ を すか さ ず 皆 で 力 を 合わ せ て 沖 刺 し に し た 。 
え が 必 要 だ っ た 。 し か し 座 も い LN けれ ど 一 滴 の 生 も 出 な か 
け に え に な り た が る 者 は いな か 寺 っ た の で 気味 が 悪い 、 や は 
っ た 。 誰が 和 機 牲 に か る か で 中 り 魔物 だ っ た ん だ と 人 間 た 
吟 が 始ま り そ う に な っ た 時 、 縛 ちあ はお じ け づい た 。 人間 た 


の 秒 の 目 の 前 を 黄色 い 大 さき な ち は 串 刺し に し た 巨人 を 置 
も の が 横切っ た 。「 あい つた 、 き 去 り に し て 、 100 マ イル の 彼 
あい つ は 緑 の 作 物 を た くさ ん 自 方 に 逃げ 去っ た 。 


分 の 中 に 取り いれ て 大 きく な る 、 ー ヶ 月 後 、 田所 の ある 人 
自分 勝手 な や つた 。 俺 た ちの な に 「 間 が そこ に 戻っ て みる と 、 巨 
敵 じ ゃ な いか 」「 あ いつ が いな SO -。 人 は # と か た も な く 消 え 失 せ 
けれ ば 、 こ ん な に 大 地 が 荒れ て 、 その 場所 に は 大 き な 池 
果て る こと も な か っ た ろう に 島 の 住人 の 意見 が 一 致し た の で 、 が で き て いた そう だ 。 それ が 巨人 の 流し た 涙 だ っ た の か どう 
黄色 い 巨 人 を 雨 を い の い け に え に す る こと に な っ た 。 し か し 、 か は 誰 に も 分 か ら な い が 、 さしあたっ て 水不足 が 解消 され た 
あん な に 大 き な 巨 人 を どう や っ て 捕まえ て いい も の か 見 当 が の で 人 間 た ち は 大 喜び し た そう だ 。 


ス 用兵 者 


昔々 、 和 盆 の ちょ うど 真中 に 太陽 が 隠れ る くら いと て も 高い た 。 その 時 、 大 地 を 揺るが す 旭 音 と と も に 、 山 の 頂上 か ら 
山 が あっ た 。 その 山 は いつ も は 基 石 の よう に 静 ま り か えっ て 白い 煙 が 噴き 出し た 。| 噴火 だ !| 羊 飼い の 小僧 は 危険 を 
いた けれ と 、 何 十 年 か に 一 度 、 前 触れ も な く 噴 火 す る こと 察知 する と シメ リ を 置き 去り に し て 真っ 先 に 逃げ 出し た 。 安 


が ある の で 頑固 茶 さ きん の よう 。 。  。  。 全 み と に 2 に た どり 着い て か 
だ と 人 間 に 恐れ られ て いた 。 | 後ろ を 振り 返っ て 見 る と 、 
こつ ご つと し た 岩肌 の 近寄り そこ に は 顔 じ ゅ う 自 い 胡 に お 
が た い 雰 囲 気 の 山 だ っ た 。 お われ た 大 き な 巨 人 が 立 


ある と き 、 羊 飼い の 小僧 が 、 
その 山 に 一 人 で 杉 い 込ん で 


っ て いた 。 そし て 噴火 避 の 
あたり か ら は 症 の 焼け た ジ 


し まっ た こと が あっ た 。 小僧 は ン ギ スカ ン の お いし そう な 匂 
お 父さん も お 母さん も 死ん で い が 漂 っ て きた 。 小僧 は 区 
し まい 、 天涯 孤独 の みな し ご き と 恐怖 で ほとん ど 腰 を 抜 


だ っ た 。 た た 、 一 匹 飼っ て い 粒 較 時 = / し 、 や っ と の 思い で 村 に 
る 年 寄り 羊 の ジ メ リ だ けが 友 1 ナタ " 帰る と 、 山 の 神 を 見 た と 住 
達 よ っ た 。 ある の 深い 夜 、 シ メリ は 新鮮 な 草 を 探し (どん 人 た ち に 触れ 回 っ た 。 羊 飼い の 小僧 は それ か ら 誰 より も 長 
と ん 山 へ 登っ て いっ た 。 小僧 は 羊 と 別れ る と 誰 も 愚痴 を 言 生き し た の で 、 お 腹 を 空 か せ た 白 明 の 山の神 に 羊 を 捧げ る 
う 相 才 が いな く 〈 く な っ て し まう の で いそ いで シメ リ を 追い か け と 不老 長寿 に な れる と いう 話 が 広まっ た そう た 。 
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りー 

衝 の 9 イル AE 

昔々 、 人 間 の 子ども た ちの 間 で ある 不吉 な 迷信 が 広 ハン ス は 梶 棒 を 振り 回 し な が ら 、 少し で も 心 細 く な る と 
まっ た こと が あっ た 。 そ れ は 「 紫 の 花畑 ] と いう 言葉 を 自分 で 作っ た 歌 を 大 き な 声 で 歌っ た 。 

20 歳 に な る まで 覚え て いる と 死ぬ 、 と いう 言い 伝え で 「 紫 の 花 は 悪 の 花 / お 天道 様 の 光 で 溶け て し ま 
ある 。 バ ルト 島 に は は や り 、 ' え / 倫 牛 の 餌 に も な りゃ 
金 本 が が つが だが た ま に 何 し な い 』 

人 も の 人 間 が ご っ そり 消え そう や っ て 通 ま し く 歩 いて 
で し まう こと が あっ て 、 そ れ いる と 、 急 に 目 の 前 が 開 
は 紫 の 花畑 の た た り た と ま か 札 て 、 バ ンズ は あっ と 
こと し や か に 偽 え られ で てい 驚い た 。 あたり 一 面 、 宮 
た 。. で ころ が ある と ころ に ハ 色 の 花畑 で 神々 し いく ら 


ンス と いう 勇敢 な 若者 が い い に 光 いて いた 。 

て 、 彼 は た いそ 2 強気 に ス は それ を 見 た と た ん 、 
「 紫 の 花畑 と いう 言葉 を ず 、 あま り の 衝撃 に ロ が きけ 
っ と 忘れ な いで いて どう な 導 EAA な く な っ て 、 うつ けた よう 


る か みて や ろう 」 と 心 に 決め て いた 。 そ し て 19 歳 の 最 に な っ て 、 頭 の ほ う 2 も 4 歳 く らい まで 若返っ て し まっ た 。 
後 の 日 、 ハ ンス は の 枝 で こし ら え た 頑丈 な 梶 棒 を 持 ハン ス が 何 を 見 た の か は 誰 も 知ら な い 。 
っ て 、 20 歳 に な る 瞬間 まで 夜通し 歩き 回 る こと に し た 。 


な ぞ な を 大 
昔々 、 お 天道 様 が 今 よ り も 真っ 赤 だ っ た と き 、 注 辺 で 哀れ な 鍛冶 屋 は すっ か り ち ち み あがっ て し まっ た 。 
正午 ちょ うど に 太陽 を じかに 見 る と 、 い つの ま に か 真 か ら 飛 び 出 し そう に な る 心臓 を 押さ えて 、 中 産 に 思い 

っ 赤 な 大 入道 が 海 の 向 こう に KID 付い た な ぞ な ぞ を 叫ん た 。 

《 と いう 言い 伝え が あっ た 。 HOA20 な 0 iekwatd26estnnnl 生 人 の 必 誠 だ きっ た 人馬 
で も 、 さら われ そう に な っ た 生生 語 : ち は か ん だ ? 
時 に 大 入道 が 答え られ な 考え 込ん で いる 大 入道 
い 難 し いな ぞ な ぞ を 出す を 見 て ゴハン セン は 「 助 
と 、 答え を 探し て いる 間 に か っ た 」 と 思っ て 水 げ 出 
丈 げ だ せる と いう 話 た だ っ し た 。 て こる が 柏 そ で 
た 。 島 に は と っ さ の な ぞ な た の で 逃げ る 途中 で し 
ぞ で 命拾い し た 人 間 た ち り も ち を つい て 、 身 を も 
- の 武勇 伝 が いく つか 語り 継 っ て 答え を 教え て し ま 
が れ て いた 。 計 7 、 い 、 結 選 さ ら わ れ て し ま 
ある 日 鍛冶 屋 の ヨハ ン セ ン LA “ Aston つた 錠 う だ 。 

、 小鳥 の 鳴き 声 に 誘わ れ て つい うっ か り 太 陽 を 見 この 話 は まだ まだ 続く ん だ けど 、 話し て くれ た うち の お 
て し まい 、 す る と た ち ま ち 言 い 伝 えど お り 混 の ほう に 祖 紀 さ ん が 物 覚 ん が 悪 く な っ て 、 後 の ほ う は 忘れ て し 
大 入道 が 現れ た 。 真っ 赤 な 顔 で こち ら を 上 明 ん で いて 、 まっ た の さ 。 
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| 語り 手 秋 池松 江美 
昔々 、 巨 人 が いた 。 黄色 いと き は た いて い 人 間 に 好 か た が 、 赤 く 変 能 す る と 荒 っ ぼ ぱく な っ 
、 己 る を し て は 人 間 に 嫌 われ た 。 た ま に 、 黄 色 い 顔 に 楽 和 な 微笑 み を 浮か べ て いて も 、 
腹の中 で は 何 を 考 えて いる か 分 か ら な い 世 人 が 出現 じ て 、 そ うい う 情 は 避 詳 と 契約 を 交 
わし た か の よう に あっ と いう 間 に 大 きく な り 、 し まい に は 何 代 も 語り 継が れる よう な 大 事件 を 
お こし た も の だ 。 これ ら は 、 そ ん な 加 名 高い 巨人 に まつ わる 、 庁 妙 で 細 み し し * 弄 語 で ある 。 


を 捨て 8 


昔々 、 赤 の 種族 と 青 の 種 族 の 仲 が た いそ う 悪 く な っ た 耐え られ な か っ た の で ある 。 赤 と 青 の 種族 間 抗 争 は 激 
こと が あっ た 。 青い 種族 は 泳 き が 上 手 だ っ た の で 、 赤い しく な る 一 方 だ っ た 。 島 は 上 か ら 下 まで 蜂の巣 を つつ い 
種族 の 分 も 遇 を 獲 っ て き て や り 、 お 返し に 赤い 種 医 は 肉 た よう な 大 騒ぎ に な っ た 。 と ころ が ある 日 、 島 は 突然 静か 
を あげ る こと て に パラ ンス の に OO に な っ た 。 言い 名 い の 声 
取れ た 食 生 活 が な り た っ て は 全く 聞こ えな く な っ た 。 な 
いた 。 と ころ が ある と き 、 肉 を ぜ な ら 、 赤 の 種族 が 一 人 


食べ 過ぎ る と 、 動脈 醒 化 に 残ら ず ど こ か へ 消え て し ま 
な る と 言い 出し た 青 の 種族 っ た か ら で あ る 。 人 間 た ち 
の 若者 が いた 。 言 われ て み は 静寂 を 取り 戻し た 島 で 
れ ば 青 の 種 医 の ほう が 平 丸 持 ち 良 さそ うに 昼寝 を 
均 寿 命 が 高 い の だ っ た 。 青 する 巨人 を 見 て 、 あれ の し 


の 種 攻 は 、 こ れ か ら は 一 切 わざ に 違い な いと 声 を ひ 
肉 は 食べ な い 、 そし て も し 赤 [ 物 : そめ て 噂 し あっ た が 、 真相 
の 種 攻 が 愚 を 欲し けれ ば 、 「 “ を 解明 し よう と する 勇気 の 
1 パイ ント あたり 5 グル デン で 販売 する と 言い 出し た 。 赤 ある 者 は いな か っ た 。 た だ 、 と き お り 強 い 海風 が 吹く と 、 
の 種族 た ち は 法 外 な 値段 に 慎 慌 し た 。 十 道 楽 の 彼ら 肉食 の 赤い 種族 の 体臭 が どこ か ら と も な く 風 に 乗っ て や 
は 、 デ ィ ナ ー の コー ス で 人 処 か 肉 か を 選択 で き な い こと に っ て き て ほのか に 匂う こと が ある そう だ 。 


9 。 


アメ リカ 大 陸 が 上 考 台 で すか 『 


過 会 * こ の ゲー ム に は 、 明確 な 設定 は な い の で くす が 、 あ る 実 
在 の 場所 が モデ ル に な っ て いる らし いで くす 。 どら た と 思 り ま 
か が 7 

り の グリ 20 20 ルル 

仙 二 まめ の 当 は 洛 で す が 。 か ん て いう 2 か その ー、 人 地名 で 
す 松 。 

か の こ : わか っ た !! 北ア メリ カ ? 

めぐ み : メ キシ コ ? な ん か と て も 暑 そ うな と ころ . 

あみ : アメ リカ 大 陸 が 舞台 で すか ? 

めぐ み : アメ リカ 人 が いな いか ら 、 移 民 前 の アメ リカ か も 。, 
司会 * な ん で アメ リカ な ん で すか ( 笑 ) ? 

か の と : な ん か 、 荒 野 っ ぽい と ころ と か 


21239CSRGSOHRSRC8SRO SR 
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昼 会 * こ れ は パリ 島 が モデ ル ら し いん で す よ . 
めぐ み : わか っ た エジプト 1! 
司会 : いや バリ 島 で す 。 
か の ご : アメ リカ だ よこ れ 。 

すず か : 破 壇 し て よ 破 壇 . 

っ 夏 も 店 を 結い て くれ な い 。 


レコ ゴブ フロック みた いて 
し い )。 員 【 \ た ) 。 


会 22 ま 22 レ し て リク 2270 252/ 2 3 2 の 2 0 の 2 0 
る るみ) 沙 し し いい ( (ノン ンー/ ク ルル ルス クラ クル クル ク ン 0 人 2 
し / 2 た し いり 0 らん 02 ん の) 

か の こと : 私 も 好き に な っ た と っ て も 聞 さ れる 屋 じ か し ます 
フレ ステ と か に ほな いん で す ょ よね? 

口先 フー クレ 2 ルス こう ルリ 22 うら / ル シク 7 の 
ンク ノリ 202 も 0(2 め の /( ク 2 ん 222 ク こん とら ク ( 
2 2. 

0 て の リシン が か すご とく か わり いい 一 NM64 の 不 体 が あれ は 長 
2 思う 。 04DD っ て いう の は よく も わからない けれ ど 。 あぁ. 
で も 「 シ ンー テン 】 も 作 し い ナ ンー。 思 し じ く らい 答 し い 。 

あみ : [シー マン 』 っ て あの 導 舌 の ? あれ 、 遊 ん で いる 傍 
中 に むか つい て 電源 消し ちゃ っ た り し ちゃ うん た だ たよ ねー。 
すず か : 「 シ ー マ ヤン] ある よー。 や る ? 

めぐ み : え ? 本 当 で すか !! や り た いで す -!! 
恒 会 : あはは …… 、『 シ ー マ ン 】 も いい で す が 、 す ず か さん 
の 「 巨 人 の ド シ ン 1」 の 感想 は と う で すか ? 

すす ず か: ドリ キャ ス の 「 〇 〇 い 〇 〇 1! っ て ゲー ム よ りお も し ろ 
て す 。 あれ は ちょ っ と い … 。 

か の と : い くら で すか ? トド シン. 

司会 「 巨 人 の ド シ ン 1」 だ け で は 今 の と ころ 販売 し て いな 
いん で す よ 、 お も ちゃ 屋 で 買う な ら ば 、N64 用 ディ スク ドラ 


プ 
プ Y 


1 時 間 を 過ぎ て ゲー ム に 慣れ て 《 る と 、 ギ か わり ば ん こ に ゲー ム を プレ イ す る ギャ 
ャ ル た ち も 成 りあ が っ て き て 、 過 激 な 発 ル 4 人 衆 。 そ の プレ イス タイ ル で 、 手 に 取 
言 も する よ うに ……。 る よう に 性 格 が わか る 。 


イブ と 、「 マ リオ アー ティ スト 」 シリ ー ズ な どの ゲー ム が 6 本 、 
イン ター ネッ ト の 接続 料 な ど が 込み の 料金 で 、30,.000 円 で 
購入 で きま す 。, 

あみ : え ー!! 高い 

めぐ み : で も ディ スク ドラ イブ に ゲー ム が 6 本 つく な ら 普 通 
か も 。 イ ンタ ーネット も し た いし !! 

司会 : 舞 月 クレ ジッ トカ ー ド や 銀行 引き 落し で の 支払 いて 、 
2.500 円 と いう の も あり ます よ 。 

か の こと! それ いり いみ も 。 ネッ ト も て きま る な ら 。 私 、 ブ プロ バイ 
ター た だけ 敏生 20.000 貼 いく も の 。 

の の グッ ノレ ルン (で の と ク 多い (人 )。 

司会 : 本 日 は あり か と うき さい まし ん 


爆乳 の 集い は 終わ り …… 


2 に 002 ンク る 20 ん ん 0 フフ 2 クノ クシ 02 。 2 ク クッ 
の の 5 の で 人 5 時 に と と な した 。 と ビ と ソフ ー ロ を 條 誠 
%2 ゆ いら 2 ん 026 た 2 ウジ シル グン ジン の タク / ポ と し (、 


キ * キョ ニュ ウロ オリ チャ ee 
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の め の < 玩 人 AM い か らら 良い しい に と し 
9 すか: さっ 関 生 っ て た 量り い ド シン 還 還 人 ニニ よー 

の の こ : えー 中 太い の は イヤ な の M 

すす か : 破壊 し まぐ クー よー 。 壊し 人間 を 細 滅 さ 才 た い . 
司会 : 破壊 が お 好き な ん で すか ? 

すす ず すか: うん 、 好 き | 

か の こ : じゃ あ 、 思 いき っ て R ボ タ 及 押し ます | 

人 @R ボ タン で ドジ シン が ヘイ ト 巨 人 呈 変 身 する , 

すけ すか: うわ ml! 真っ 赤 に な っ た 上 昌 
か の こ : イ ヤ 記 ッ 中 ドク ロ 出 まく (| 


めぐ みな に か 


し て 6 
ず す か ・ ド シン の 晴 、 オ 才 ジ ナン の 先 っ 5 よみ た い 。 

本 祭 ・! 

あみ ・: 先 に し で は 黒い の 還 て る よ , 

可 会 ・ 出 て る っ で で.、 あ れ は 髪の毛 で す よ 

か の こ : 剖 い の 嫌 だ た かり 、 の 良い 巨人 に 戻す ! 

け すけ すか: そう 分 え は さっ きか 首 還 48 | びん < 表 
「 パ ネル で ポス | の 声 じ ゃ な い 較 

会 いや 、 入 生還 2000 RNNA0 00 の リリ 
レ ド を 担当 し 半 還 間 NI0I0N (いる の は 作付 た と 
お も いま す よ 捕 捕 還 還 昌義 (70. 
の へ 2 人 | 
めぐ みい ドッ ンー しゃ いしい? 

司会 ・ そ う 、 ド ン ン の 声 で す 。 

か の こ : すご く か わい い 声 で す よ ね ー。 キュート) 
あみ : みょん ) 

が かのこ : ミ ョ ョ ョ オン 


Ey 和 
に 3 


冬 の 昼下がり 、 予 定 よ り 遅 れる も 、4 人 の 都内 の ある マン ショ ン に 撮影 の 場所 が セ 
ギャ ル が 集合 。 4 人 と も 、4 人 プレ イ を す ッ テ ィ ング され た 。 こ こ で プレ イ の 内 容 


る の は 和 初め て だ と いう 。 が 収録 され る の で ある 


『/4 


80 歳 と か の お いち ゃ ん 
軒 も 立つ J 


めく みあ ぬん か で か いり の 欄 っ た より 


抽 学名 2ceiz 
胃 還 8 か (^9 


めく < くみ: ウン フチ み た い 

か の こ : な ん が 呈 5C る よ 人 間 加 し 

すす か : 破壊 し ま ②。 と に か く 破 嬢 

か の こ : あ 、 ま た ド シ ン か が 大 きく な っ た !! お し り が セク シー) 
め あみ) な ん が ドン ン の お し り っ 【 し アッ チラ うし いん 見 2. 
間欠 月 0C す ね . 用 度 放 くさ 人 M8 と う て で すか 7 0 0 
MM の 人 いて いる 光則 し て し 2 全 回 0 
似 て 促 

会 近 2 人 0 0 00/7 000 0 CU し ん 
れる の 症 軸 較 0000000600 0 2 し た 

時 位 紹 守 さ っ て いう か 、1 抽 凍 欄 較 作 ) の の ek 80 
の 0) お し いら ちく ん て も う 了 0 クレ フン 
ーー 

MM ナン ナン を 洗っ て あ 【 全 還 間 く ん る の 。 

呈 祭 る ん な と き の お じい ち 加 看 の 能 度 ほう で すか 7? 
すず か : 恥ず か し が っ て る ( 笑 )、 い くつ に な っ て も 大 きく な 
る の よ 。 

司会 : ちょ っ と し た 逆 セ クハ ラ で すね 。 

すす か : そん な こと な いで し ょ ー, 洗 っ て あけ て る ん た だ た も ん 。 
お じい ちゃ ん だ っ て 嬉し いん じゃ な い ( 笑 ) ? 


9 すか あ み 
【 章 談 旭 】 


ドン シン っ て 次 尊 な の !? 


司会 : 皆さん 、 お 忙し いと ころ る ありがとう CC さい ます 、 さ っ 
そく 1 巨人 の ド シ ン 1』 で 遊ん で みて くだ さい 、 

0 MHREIA め の 仙人 員 M68 つ SSNA の ON、 肖 泊 き の 
NAILUI(GUUAUDNN の UMUCEUUIG 

便 委 * い ゆい ゆ 、 義 品 も お 壮 し いで す よ 。 

すず か : この ゲー ム を や れ ば いい の ? 64 の 本 体 を 持っ て 
な いか ら 、64 の ゲー ム を 初め て や る よー。 

めぐ み : ど ん な ゲー ム か まっ た く 知 ら さ れ て いな いん だ け と ( 笑 )。 
司会 : 臣 人 の ド シ ン が 、 南国 に 現れ る ゲー ム で す 

金 N64 の 本 体 ス イッ チ を ON に する 。 

あみ : な に か わか ん な いよ そん な ん じゃ ,。 

か の こ : 私 、 ゲ ー ム あま りや ら な いん で す 。 よう や く 最 近 、 
プレ イス テー ショ ン や ろう か と 思い は じ め て 。 
めぐ み : え 一 ? 何 か 欲 し い ソ フト ある ん で すか -ー? 

か の 2! 9 ん 、 グ リル パ イス テッ ルツ ョ ン じ ドン グー の ゲー ム 
が あっ て 、 そ れ や り た い の -ー。 ピッ ンク グー 大 好き 。 

の Q ゆ の) の めこ の め れ の ワイ 0 69 よね AA 用 も いい 0 
ビン クー の | ハウ ホウ ヒ ャ ウ ウォ ウフ ァ ン ファ ー| と か いう 声 。 
人 の ドジ シン 1| の ウン クニ ンク の の 8 は の 

名 業 *【 ビン グー も いい で す が 、 き っ そく ゲー ム が 史 ま り ま し 
で 

すす ず すか: あれ ? ボタ ン 押 し て も 動か な いよ 。 

害 会 : まだ ゲー ム の オー プ ニ ン グ デ モ で 、 ド シン を 動か すこ 
と は で きま せん よ 。 も うち ょ っ と 待っ て くだ さい 

すず か : デモ は と ば せな い の ? 毎回 デモ ば っ か じゃ か っ た 
る いよ ね ー 

司会 : と 、 と ば せま せん よ 。 こ の デモ も 最初 の 1 一 2 回 し か 
流れ ませ ん の で 、 楽 し ん で 見 て くだ さい 

あみ : わ た し ヤリ た ーー い ! 

すず か : あみ ちゃ ん 先 に や っ て いい よ 。 

人 オー プ ニ ン グ デ モ で ド シ ン が 南国 に 現れ る 


めぐ み 
[美容 師 見 習い ] 


め み : あ | な ん か 黄色い の 出 で き た UMU 

0⑳N2 Oo の DUUUeU 

すず す か! な に これ ( 身 )、 ド シン っ て 黄河 な の ? 

司会 ・ 黄 疹 じゃ な いで す 。 こ れ が この ゲー ム の 主人 公 、 巨人 
の ド シ ン で す 。 こ の ド シ ン を 操作 し て 、 南 国生 活 を 満喫 し て 
くだ さい 。 

あみ : これ 、 ど とう 操作 する の ? 

発 コ ント ロー ラ の 十字 キー を 押し て いる あみ ちゃ ん 。 

司会 : 十字 キー で は な く て 、 真 ん 中 に ある ピ ョ コ ン と 立っ た 
レバ ー(3D ス ティ ッ ク ) で 動か し て くだ さい 。 

あみ : あ 、 動 いた 、 カ ワイ イー) 

欠 人 間 が 樹木 を 求め て いる 

めぐ み : な ん が 言っ て る よ 人 が 

司会 : 樹木 を 欲し が っ て いま すね 。A ボ タン で 地面 に ある 樹 
木 を 持っ て 、 人 間 の と ころ に 持っ て いっ て あけ る と 喜び ます よ 。 
金 し か し 、 無 視 し て 地面 の アゲ を 楽し む あ みち ゃ ん 。 
020 3 OAD 川 2009INWAO 。 1 

23 MM IA の 0SAAN MOUNSDU0S ん 
Q。 0 0222 0 つの QA へ AS 9 す 0。 


オン チン の 先 っ ちょ みた い 


か の て! 私 に も や らし で て ー、 

RS 22200000 9 で 、 い WAS る 人 0 で きる へ (トヨ 人 
が 0 うけ 。 

信 し か し 、 消 梓 し て 人 間 を 抽 き まく る か の こち ゃ ん 

か の ここ ハート 因 す の カー ワー イー イー!| 全部 集め る と と 
うな る か ん で すか す 3 

司会 > ド シ ン が ひと まわ り 大 きく な り ま す 。 と どん と ん 大 きく 
な っ て 、 画 面 か ら は み 出 すぐ で ら い に も な り ま す よ 。 

すず か : あ 、 な ん か ガイ コツ で て る よー。 

か の こ : あ 、 ほ ん と ただ!! や ー ん 何 コ レー!? 

司会 : ガイ コツ は ドク ロ と いい ます 。 人 間 に 嫌 な こと を する 
と 出 ま す よ 。 ド クロ を た くさ ん 集め て も 大 きく な れ ま す 。 


71 


職業 ・ 看護 婦 
名 前 ・ す すか 


放 ス リー サイ ズ !B91 W85 H82 文 性 
格 : 長 女 気質 文 好き な ゲー ム : ビ ー ト マ 
ニア 女好き な 男性 の タイ プ 〉 内 和 光 委 
(ウッ チャ ン ナ ンチ ャ ン ) 文物 め て フラ 
を つけ た と き : 中学 2 年 生 文 自分 の 肢 
を る の に た と える と (あま し ょ く 直 チャ 
ー ム ポイント! ミス テリ アス な 感じ が す 
る と ころ 用 プロ フィ ー ル : 都内 大 裂 病 
院 に 勤務 。 生命 が 生ま れる 、 神 矯 な 
る 麻 院 に 勤め て いた 経験 も あり 、 潮 有 
婦 と し て の スキ ル は 交 一 級 品 。 宅 人 を 
お 風 員 に 入れ て キレ イキ レイ し て あげ 
る の が 、 最近 の 楽し み と か 。 


| 巨人 っ て な に ? 


職業 ・ 女 子 高生 
名 前 : あみ 


廊 ス リー サイ ズ :B89 W60 H82 質 文 性 
向 ・ 古 風 放 好 き な ゲ ー ム : ス ペー ステ チャ 
ン ネ ル 5 福 好き な 多 必 の タイ ププ: 偽 し 
い 人 質 娘 初め て ブラ を つけ た と き ( 中 
党 1 年 生 文 月 分 の 胸 を る の に た と える 
と : マ シュ マロ 文 チ ャ ー ム ポイ ント (大 
きい 品 プ ロフ ィ ー ル ? 都内 の 基 有 名 
高校 に 通う 、 現役 が バリバリ の キャ ピ キ 
ャ ピ 女 子 高 生 だ が 立 人 先 視 。 茶 朋 に カ 
ング ロ 、 厚底 ブー ツ で コケ まく り の 流 
谷 系 と は 導い 、 容 朴 な 風貌 な が ら 過 
激 な 行動 を と る 下町 系 を 爆 信 中 で あ 
る 。 


っ て いう か 爆乳 ?」 と いう ギャ ル 4 人 に 大 集合 し て 


も らい まし た 。 そ の キャ ル た ち に 、 ド シン ちゃ ん を こね くり まわ し て も ら お 


うと いう 、 と っ て も 幸せ な 企画 な の デー ス ! 


青少年 の 張 さ ん 、 手 と 


顔 を 洗っ て 心して お 読み くだ さい 。 司 会 は 私 、 カ リス マ ド シ ン 家 の プ 
チワ ラ が させ て いた だ さき ます 。 で は スタ ー ト ッ ゥ ッ ゥ ッ ゥ ッ リ 


職業 : 美容 師 見 習い 
の くみ 


文 ス リー サイ ズ :B89 W58 H86 軒 性 
格 : 楽 天 家 放 好 き な ゲ ー ム 桃太郎 電 
鉄 シ リー ズ 廊 好き な 男性 の タイ プ : 男 
らち し い 公 初め て ブラ を つけ た と き ・ 
中 学 2 年 生 廊 自 分 の 胸 を る の に た と え 
る と : 仁 廊 チ ャ ー ム ポイ ント : 過 文 プ 
ロフ ィ ー ル : 美容 和 師 素 の 専門 学校 に 通 
いな が ら 、 さ ら に 美容 院 に て アル バイ 
ト を し て いる と いう 、 勤労 な 美容 師 見 
習い 。 実家 で 手 伝 い を し て いな か っ 
た ら 、 激 門 し た 胃 親 に 家 か ら 追 い 出 
され た 経験 アリ | 


職業 : 女 子 大 生 
名 前 かのこ 


支 ス リー サイ ズ ・B90 W58 H88 衣 秩 
衝 ? ウ ソ ツ キ 婦 好き な ゲー ム : 人 生 ゲ グ 
ー ム 文 好き な 男性 の タイ プ : 渡部 第 其 
文 初め て ブラ を つけ た と き : 産 学 8 年 
生 婦 自分 の 胸 を る の に た と える と : パ 
ンダ 女 チ ャ ー ム ポイント: 骨 と 限 層 女 
プロ フィ ー ル ・: と ある 0A 手 角 メ ー カ ー 
に 内 定 が 決ま っ て いる ナイ スバ ディ ー 
女子 大 生 。 美味 し いる の を 食べ 歩く 
の が 大 好き で 、 焼肉 や ドイ ツ 料 環 、 中 
粘 料 理 が 大 好物 だ と か 。「 私 る 食べ て 
ヵ 」 と いう 大 腸 発 言 で 挑発 。 


風車 が 持ち 上 が る 中 


あな た は 健康 管理 が 良く で き て いま す 。 
自分 の 中 で の ペー ス 配 分 を 守り 、 無 
理 な 行動 に 出る こと は あり ませ ん 。 
考え か た も 柔軟 で 、 ど ん な 状況 に も 
対応 で きま す 。 た だ 、 子 ども の 時 か 
ら の アレ ルギー 体質 な ど を ひき ずっ 


大 木 を や す や す と 持ち 上 げ ら れる あ 
ん た 。 意志 が 強固 で 自分 の カカ で が ん 
けれ る クイ ブフ て す 。 人 し じ に 以 U る 表 め 
ませ ん 。 ふ だ ん は 元気 で も 、 病 気 の 
時 は それ が 裏目 に 出 て し まい 、 才 慢 
強い た め に 発見 や 手当 て が 遅れ が ち 


モニ ュ メ ント が 持ち 上 が る 


あな た は 頑健 で タフ で す 。 健康 に は 
気 を 使わ ず に 伺 で も や っ て し まい ます 。 
絞 み が ある と すれ ば 、 そ れ は 下半身 。 
気持 ち が 集中 で き な い と 、 力 を 在 分 
に 免 提 て 3 ん いよ う て す 。 ま た 、 他 
の 人 に 対し て 必要 以上 に 争 を 持っ 
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1 軸 四 下 に 上 
19191L 


て いる よう で す が 、 閉 段 の 行い が き 
も ん た と し て いる の で て 、 靖 和 上 うま 
付き 合っ て いく 《 こ と が で きる で し ょ 2 う 。 
スポ ー ツ は 、 野 球 や サッ カー、 バ スケ ッ 
ト ボ ー ル な どの 団体 競技 と 相性 が 良 
いて す 。 


て す 。 素直 に 学 い と う は 北 し と し い 
まし ょ う 。 ス ポー ソノ て は 表 入 を 吉 
され る 複合 競技 に 仙 味 を 持ち ます 。 
例 を 挙げ る と 、 犬 ゾ プリ カヤ ッ ク な ど と 。 
また 今 大 人 気 の 格闘 技 も 良い で し ょ う 。 


N EEBHBHBBHNR S 
1 


て し まい ます 。 見 を 持ち 上 げ し れる 
ほど な ら も っ と 堂々 ん と し て いれ ば 良 
い の て す 。 周り に と りす まう の いる と 
いつ も 上 よ リク パサ せる よ 1 うう て す 。 ま 
る で 紅白 歌合 戦 で の 和田 アキ 子 の よ 
う に 親分 肌 で 単純 な 性 格 で すね 。 


Ep 


本 格 洲 は この 重 カ 物 占 い だ け 。 さ て 、 や りか た で す が 、 
大 さき ぐ な る は だ ど 。、 持ち 上 げ ら れる 物 の 還 さ も 重く な が り ま す 。 な の で 、 重 に 反 
し て どれ だ け 重 いも の を 持ち 上 げ ら れる か で あな た の 健康 運 が 分 か り ま す 。 


う で す が 、 


人 間 が 持ち 上 が る 


民家 を 持ち 上 げ る 体力 の 持ち 主 で あ 

る あな た は 、 と て も 丈夫 な 体 の 持ち 主 。 

食 光 も 星 各 で 、 た (くさ ん 佐 べ る こと 

に よっ て 病気 を 未然 に 防い で いる よ 

う で す 。 内 臓 全般 と 歯 が 素 夫 な の が 

特長 。 夜 も 熱 障 で き て スタ ミナ 十分 
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重力 物 占 い は 地球 と 密接 に 結び つい た 由緒 正 
し い 占 いで す 。 最 近 、 
と も つか ない 動物 吉 い と いう も の が 人 入 気 の よ 
地軸 の 傾き まで 計算 に 入れ て いる 


大 き な ボ ックス が 持ち 上 が る 


類似 名 で どこ の 馬の骨 2 還 


角 ム の 中 で ド シ ン が 央 


で す 。 了 子ども の 頃 は 線 が 細か く 虚 弱 


体 谷 で し た の パ (、 大 人 に ひる に つれ て 
健康 - ん っ た の で て 、 その あり が たん 
が 充分 に 分 か っ て いる よう で す 。 運 
と の 球 枝 で 水泳 に 向い て いる よう で て す 。 


本 人 は 明る いい 性格 だ と 思っ て いま す が 周 り 
か ら 見 る と ちょ っ と 暗い よう で す 。 現在 は パッ 
と し な く て も 4 年 後 ぐ らい に 開花 する 大 回 
晩成 運 の 持ち 主 。 ゲ ー ム は 情報 戦線 に 双 で 
て いま す 。 昨年 の 悩み 事 は 今年 の 春 に は 解 
決する の で 新しい 希望 に 向 
け て 頑張 り ま し ょ う )。 
風水 グッ ズ が 吉 。 


や や 消極 的 な 性 格 。 実 カ が あっ て 
も 十分 発揮 で きま せん 。 無口 で 孤 
秋 を 灯 ん すす 。 ゲーム で は 同 し 吉 
を 何 度 も 繰り 返し て も 飽き な い 性 格 。 
得意 技 を 身 に つけ る と 周り の 注目 
を 集め ます 。 今年 は 急 が ず ゆ っ く 
リ い こう 。 専門 知識 を 身 に つけ れ 
ば 幸運 が 訪れ ます 。 運動 不足 に 注意 。 


冷静 沈着 な 性 格 の 内 に 闘争 心 を 秘 
め て いま す 。 負 けず 嫌 いで 、 敵 に 
回 す と 恐い タイ プ で す 。 人 望 が 少 
な い の が 計 点 。 ゲ ー ム は 上 手 く や 
れる と いう 自負 が あり ます 。2000 
年 は 予定 を し っ か り 決 め て いな い 
と 無駄 に 過ごし て し まい が ち 。 エ 
チケ ッ ト を 守り 対人 関係 に も 気 を 
配 ろ う 。 


粘着 質 で し つこ い 性 格 で す 。 同じ 

タイ プ の も の ば か り 好 む の で 偏り 

が ち 。 ゲ ー ム は 一 度 は じ め た ら 浮 「 4 
気 を せ ず 同じ も の を 何 度 も 遊び ます 。 

今年 は 見 通し が は っ きり し な いな 訂 詞 

が ら も だ ん だ ん 希望 の 光 が 見 えて 

くる と き 。 何事 も 機 が 吉 す の を 待 6 の 
っ て 進め よう 。 乗り 物 の 事故 に 注意 。 


地面 を ア ケ る y 太 培 する 


Yes, No が は っ きり し て いま す 。 四 着実 に 積み 上 げ て いく 堅実 クタ イプ 。 
味 の 無 いも の に 対し て は 冷た い 性格 。 歩み は 遅く て も 最後 に 勝利 を つか み 
要 人 額 が 悪い 一 面 も も あり 。 ゲ ー ム は ます 。 ゲ ー ム は 決し て 上 手 く は あり 
スト ー リ ー を 正確 に 追っ て 段階 的 ませ ん 。 迷路 や パズル を し て いる と 
に 処理 し て いき ます が 、 最 後 の つ 気 が 減 入 っ て し まう の で 居 け た ほう 
め が 甘 いよ う で す 。 今年 の 運勢 は 、 が 無難 。 今年 は 珍し く 積 極 的 に な れ 
前 半 は パッ と し な く て も 対人 関係 る 年 。3 人 組 で 物事 を 進め る と ツキ 
が うま くい 7 は あと は 良和 灯 で て です 。 が あり ます 。 足 の ケ が に 注意 。 
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。 平和 積み 型 ド トル メン 
hida 
【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 僕 は 赤い 巨岩 を 積み 上 
げ ら れ て 人 間 た ち に よっ て 作ら れ た モニ ュ メ ント 。 


この 赤岩 は 切り 崩し て 建築 物 の 材料 に よく 使わ れ て 
いる みた い 。 材料 が 大 量 に 余っ た か ら 作 られ た の か 
な ぁ ? と ころ で 、 僕 の カタ チ っ て な ん た か 下品 じ 
2 ビビ フフ? と う 7 ン と 人 7 も っ きき 品 の い 
い デ ザイ ン に し て 欲し か っ た よ ! 


【 解 説 】 いち ば ん 最初 に 建て た モニ ュ メ ント が 、 
平 積み 型 ド ル メ ン だ と いう プレ イヤ ー も 多い か と 思 
いま す 。 赤 い 種 族 だ け で 建て られ る の で 、 比 較 的 簡 
単に 建て られ る で し ょ う 。 日 本 の 秋田 県 に 存在 する 、 
スト ー ン サー クル の 巨大 版 の よ う な も の と 考え て も 
いい か も し れ ま せん 。 


つづ 220xw モ ニュ メン ト ・ コ ン テ ン ボラ リ 一 的 容 ち ゅ 


W 門 型 ドル メン 
tg tgPg Dotmgn 
【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 俺 、 ド ル メ ン 。 ドル メン と 


は 、 巨岩 を 積み 上 げ て 作ら れ た 原始 的 な 建築 物 の こと 
だ 。 人 間 た を たち は オレ を と ん な つも り で こん な カタ チ に 
し た の か わか ら な い 。 俺 の 考え を 申し 上 げ る 。 2 本 の 柱 
の 上 に 素 っ て いる 巨岩 が 、 天 を 表現 し て いる と 考え れ 
ば 、 人 間 は 自然 を 模 條 する こと で 、 人 工 的 な 自然 環境 
を 作り 始め で いる ん じゃ な いた ろう か ? た と する 
と 、 俺 は 文化 的 に 重要 な 存 太 な ん た ぜ 。 


【 解 説 】 者 い 種 が 作り 出す 岩 の 芸 術 品 。 者 い 種族 

は 赤い 種族 の 次 に 人 人口 が 多い の で 、 すぐ に 鞍 て られ る 

は ず で す よ 。 この よう な ドル メン の 遺跡 は 、 世界 各国 

で 発見 され て いま す 。 フラ ンス の 田舎 町 に ある 古墳 で 

は 、 こ の よう か な 遺跡 が 多数 、 発掘 され て いま す 。 と で 下 導 
も 種 秋 的 で すね 。 


6 あぶ ドル メン 
holg tgPg botmgh 
【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 私 ドル メン な ん だ けど ~。 


特徴 と し て は 、 ど 真ん中 に 穴 が 空い て いる こと な の よ 
ー! 女性 信 促 の 現れ ? な ん て ね 。 そ れ じ ゃ 、 直球 
ど 真 ん 中 か 。 で も 、 私 の 穴 の 真ん中 を 〈 ぐ る と 、 子宝 に 


員 ま れる っ て いう の が 島 中 の 噂 に な っ て る みた い 。 島 
の あちら こち ら か ら 、 私 の 究 を くぐり に 〈《 る 人 た ち が 大 勢 
いる の 。 私 自身 に は そん な カ は な い の に れ ね ~ー。 迷信 
よ ! め ・ い ・ し ・ ん 。 人間 っ て 面白 いわ ー。 


【 解 説 】 大 き な 巨 療 を くり 略 い た ドル メン 。 隔離 
され た 島 に 住む 黄色 ぶ 種 族 が 作っ た だ け あ っ て 、 と 
て も 珍妙 な か デザ イン で す 。 モ ニュ メン ト が 女性 の 象 
徴 の よう な コメ ント を し て いま す が 、 日 本 で も 多数 
発掘 され た 射 光 式 土 備 に も 、 穴 を 女性 の 象徴 と し て 
いた 形跡 が ある ん で 還 よ 。 


すべ て の モニ ュ メ ント を 紹介 "の 人 間 た ち が 生 み 出 し た 文明 の 賜物 、 それ が モニ ュ メ ント 。 し か し 、 ド シン の 
協力 な くし て 鞍 て る こと は 難し い の で す 。 果たし て あな た は 、 す べ て の モニ ュ メ ント を 各 て る こと が で きる で し ょ うか ? 


『 4 料 型 ドル メン 
Polg tgPe botmngh 


【 モ ニュ メン ド の コメ ント 】 ワ タン シ は 球体 の 岩 と そ 
れ を 支え る 土台 か ら な る ドル メン な の で す 。 時々 、 
土台 か ら ぐ ら ぐ ら と れ て 球体 が 落っ こち そう に な 
あほ タル そ れれ 二天 マ ズ い と 思う の で 、 い つ 
も 、 生 北谷 $ ん ば っ て いる の で す 。 人間 た ち が 下 
敷き に な っ 3⑱M ま っ で は 申し 訳 あ り ま せん か ら ね 。 


【 解 説 】 と で お 近代 美術 的 な ドル メン で は な いで 
し ょ うか 。 こ の まう な バラ ンス が 重要 な モニ ュ メ ン 
ト を 建て る 縁 の 種族 は 、 と て も 繊細 な 頭脳 を し て い 
る の で し ょ う 。 似 た よう な 末 策 物 は 太古 に あっ た か 
も し れ ま せん が 、 ぶ ランス が 悪い と すぐ に 崩れ る の 


で 、 も う 残 っ て いな いか も し れ ま せん 。 5 全 例 全 ( 
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【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 ワ シ は ドル メン た ち に 比べ る と 
高度 な 鞍 築 物 じ ゃ ろ 。 人 間 た ち は 知 恵 が つい て 豊か 
な 精神 を 獲得 し た ん だ な 。 ワン の 内 部 で は 、 集落 の 重 
妥 な 神事 が 開か れ て いる 。 中 に 入る こと が 出来 る の は 
4 人 の 長老 だ け な ん じゃ や 。 神 事 が 始ま る と 他 の 者 は 近 
づく こと さえ 許さ れ な い 。 種 事 の 内 容 は 秋 密 ……。 で 
も 、 ち 』 あ と 教え ちゃ お うか な 。 四 月 い テ ー ブ ル の 名 辺 
に 彼ら は 座る 。 そし て 、 小 き 存 小 さ な 石 を 混ぜ 合わ せ 
る の じゃ 。 年 事 は 比較 的 静 が に 封 り 行わ れ て お わる 。 


【 解 説 】 ホ と 青 の 種 疾 が 協力 し で 鞍 て た 、 ド ル メ ン よ り 
も 複 友 モニ ュ メ ント で すれ ね 。 多め ふた つの 種族 は 、 比 
寺 的 近い 地区 に 住ん で いる の で 、 すぐ に この モニ ュ メ ン 
ト も 建て る こと が で きる で し ょ う 。 ま る で 国技 館 の 土 僚 の 上 
に ある 天井 飾り の よう で す 。 バリ 島 や プー ケッ ト 島 な どの 
オー シャ ン リ ゾー ト 地 に も 似 た 建築 物 が あり ます よね 。 


し 
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【 モ ミュ メシ ン ト の コメ ント 】 僕 は ね 、 い つも 水 を 吹 
き 出 し て いる ん た だ た 。 ぴ ゅ ー、 び ぴゅ っ 一 、 と れ ね 。 大地 
の 起伏 が 激しい この 島 で は 農業 や 飲料 水 に 利用 で き 
る 水 資源 は 意外 に 少な が いみ た い 。 そ の た め 、 全 得 で 
盛ん に 井戸 が 握ら ち れ て る っ て わけ 。 僕 も 最初 は そん 
な 素朴 な 電 戸 の ma の つ だ っ た けど 、 腕 に 覚え の ある 職 
人 肌 の 住民 起 お 大 家 華 な 装飾 を 施し て 、 こ ん な ヒュ 
ー テ ィ フ ル な 姿 に な っ た ん た ぜ 。 


【 解 説 】 と < きも 近代 的 な 噴水 で すれ 。 この モニ ュ メ 
ント だ け 、 “動き 凡 刻 いう 概念 が 加わ っ て いま す 。 水 を 噴 
出さ せる と いう 放 を どの よう に し て 出し て いる か わか り ま 
せん が 、 コ ンプ 腺 ッ サー な どの 圧 カ 機 を 使っ て いた ら 
時 代 背 景 と ミス マッ チ で 、 と て も お も し ろ い で すね 。 そ 
れ と も 湘 き 水 の 圧 力 な の で し ょ うか ? 


『 4 物 見 の 塔 
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【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 フ コツ ソフ コツ レヒ と 表 を 積み 上 
げ て 作ら れ た 私 。 全 身 に 施さ れ て いる 様々 な 紋様 に 
は 、 こ の 島 の 物語 が 刻ま れ て いま す 。 私 の 頭頂 部 に 
は 村 の 人 間 が 父 和 ます 。 そ し て 、 周 囲 に 異変 が な い 
か 常に 見 張っ WW ます 。 箇 軍 な ん で すけ と ど 、 私 の 内 
部 に は ホー ル が あっ て 、 そ こ で は ある 特殊 な 秘術 が 
研究 ざれ て いる の で す 。 そ れ は … お わっ と 、 う っ か り 
言っ て し まゆ W そ うに な り ま し た 。 私 、 これ 以上 何 も 
申し ませ ん 。 講 札 か ら 上 中 に な り ま す 。 


【 解 説 】 遠く を 見 る に と が で きる 塔 で すね 。 赤 と 
緑 の 種 疾 を 合流 させ る に は 海 を 趣 え な く て は な り ま 
せん の で 大 変 で す 。 さ の よう な 巨大 な 塔 で は な い の 
で す が 、 天 古 か り 物 見 樽 (も の みや で ぐら) と いう 、 
や は り 遠 く を 監視 する 橋 は 存在 し まし た 。 現 代 の 日 
本 で も 、 田 舎 に は 消防 の た め の 橋 は 存在 し ます よ 。 


【 モ ニュ メン の コメ ント 】 あ た し は 骨 電 の よう な 
カタ チ を し て ゆる けど 、 実 は 基 碑 な の 。 こ の 島 で は 
ヒ 上 NH 作 ぬ / 林 凡 生 志和 奉 わ る と きわ れ て いる 。 た だ た 
か ら 、 吉 の 中 が め 革 弁 を 連想 させ る 装飾 が 天 へ と 向 
か っ て 伸び て いる ん じ ゃ な いか な 。 も の 悲し いけ と ど と 、 
東 導 で し よ 。 


【 解 説 】 基 碑 は 、 霊 の 安らか な 眠り を 着る モニ ュ 
メン ト 。 物 見 の 塔 と 同様 、 黄 色 の 種 が 遠く の 島 に 
いる の で 、 海 を 越え た 交流 を し な く て は な り ま せん 。 
革 碑 と いわ れ て いる も の に は 、 と て も 悲し い 物語 が 
ある 場合 が ほど あど で す 。 戦 釧 で 選 く な っ た 方 た ち 
の 乾 を 鎮め る の が 多い で すね 。 


勉 モア イ 
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【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 僕 、 人 の 顔 み た いな 模 
様 が つい て る で し ょ 。 こ れ っ て 、 人 間 が 巨人 の 真似 
を し て 作っ た ん じゃ な い の か な ? 僕 は ね 、 よ く 〈 待 
ヵ 合 わせ の 由 邸 転生 わ れ て る ん だ 。 き っ と 僕 の 回 り 
に いる と ハッ ピー な 気持 ち に な れる か ら じ ゃ な い ? 
僕 っ て 愛 婚 ある か らく 。 


【 解 説 】 大 の 顔 が 描か れ て いる モア イィ イ 。 柱 型 ド ル 
メン と いい 。 の モア イ と いい 、 緑 の 種族 が か らん 
だ モニ ュ メ ント は 、 何 か 不思議 で 珍妙 な も の が 多い 
で すれ ね 。 響き ん た が よく 知っ て いる モア イ 像 は 、 イ ー 
スタ ー 島 の 顔 だ け の 石像 た と 思い ます 。 そ れ と 姿 形 
が 違う の ば 、 キ イレ に 洋式 と 和 式 が ある よう に 、 文 
化 の 直 い だ と 思っ て いい の か も し れ ま せん 。 


【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 ワシ は 石 で 作ら れ た 巨 
大 な ポー ル じ ゃ 。 て っ ぺん に は 傘 の よう な 骨組 み が 
作ら れ て お る 。 き っ と ここ に 布 を 張っ て 強い 日 差し 
か らち ら 逃れ よう と た めじ ゃ ろう な 。 で も 、 残 念 な が 
ら 布 が 調達 出来 な いよ う で 、 い つま で た っ て も 骨組 
み の ま まじ ゃ 。 


【 解 説 】 また 緑 の 種 験 が や っ て 〈 く れ ま し た れ ね 。 と 
っ て も 高い 事 エ テ テム ポ ー ル で す 。 私 た ち が 知 っ て い 
る トー テム ポー ル は メキ シフ コ を 中 心 と し た 文化 圏 の 
も の が ほとん ど だ と 思い まず す 。 今 世紀 に 発掘 され た 
中 跡 か ら す る と 、 ア ステ カ 文 明 の 頃 、 す で に トー テ 
ム ポ ー ル は 存 奏し て い だ よ 3.@ す 。 


s 木 家 


【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 し じゃ じゃ ー ん 。 ボク グ 、 
象 の 像 な ん だ よ ! あはは は …。 きっ と 、 設 計 者 が 
ダジャレ 好き だ っ た ん だ ろう ね 。 ダ ジャ レ 灯 き に 悪 
い 人 は いない 。 そ ん な 事 言 っ た の 誰 じ ゃ ? な ー ん 
つっ て 。 僕 の 長 一 W お 上 鼻 は 子供 た ちの 消 り 台 。 み ん 
な で 伸 良 で 遊ん で を れる と 、 僕 と っ て も 嬉し いよ 。 
だ ま 寺 導 さか らち 登っ て こよ 9 と する 子 も いる け と 、 
成功 じ し た 所 は まだ いな いん だ 。 一 番 最 初 に 成功 し た 
子 に は ご 庁 美 に 欄 か プレ ゼン ト し て あげ た いな 。 


【 解 説 】 まる で ノア の 釘 施 の よう な 木 角 で すれ ね 。 3 種 導 
が 集まっ て 作っ た だ け あ うお 婦 り 巨大 で す 。 この よう な 巨 
大 で 動物 の 姿 を し た 遺跡 ば 、 来 だ 見 つか っ て いま せん 。 こ 
の 象 の 身 を すべ り 台 と し て 使う よう で す が 、 か な り 高 い の で 
落ち て 怪我 を する の で は な いか と 心配 に な り ま す が ……。 


| 


【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 我 草 は 立派 な 門 で ある 。 青 
鋼 製 な の で ある 。 そ こら の 建物 と は 格 が 違う の で ある 。 
一 緒 に し な いで 《 れ た まる を 。 な ん と いっ て も 青 負 で 出来 
て いる の だ か ら 。 料 天 た ち は 、 が ん ば っ て が ん ば っ て 
教 が 芋 を 作っ た 。 ま 《⑯ っ た 。 し か し 、 教 が 曹 の 正体 は 
門 な ん が かじ 婦 WW の で ある 。 実は 、 足下 の 磁石 を サク 
ッ と 抜く と 、 アッ を 言う 間 に 柱 が 崩れ 落ち 、 重 た い 重 た 
い 上 部 の 飾り が 、 猛烈 な スピ ー ド で 落ち る 、 と いっ た 仕 
掛け が ある の だ 。 実は 、 教 華 、 ワ ナ な の で ある 。 


【 解 説 】 幅 狂 門 と は いっ て も 、 パリ に 実在 する も の と は 
まっ た く 〈 容 姿 が 違い ます ね 。 名 導 門 と いう より は 、 種 社 
や 商店 街 の 入り ロ な ど に ある 、 鳥居 に 近い も の で は な 
いか と 推測 され ます 。 さらに 、 ワ ナ で ある と いう と ころ か 
ら 、 ギ キワ チン な どの 前 身 と し て と ら え る こと も で きま すれ ね 。 


けり 、 
COlOSSgUn 


【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 オレ 、 か っ こい いじ ゃ ん 。 で っ か い 
じゃ ん 。 だ か ら オ レ 、 目 立つ じゃ ん 。 シブ ン で 言う の も 照れ 
〈《 さ いけ ど な 。 最初 の 頃 は 、 ス ポー ツ 競 枝 や 格闘 技 の 大 
会 に 使わ れ ZW い な ん だ け と 、 今 で は 多目的 な イベ ント に 使 
われ で る ん だ 。 務 辺 ある 音楽 家 が フン サー ト を 催し た ん た 。 
演奏 者 も お 客 も 盛り 上 が っ た ん た だけ と 、 実は オレ が 一 番 盛 
り 上 が っ 4 た ん だ | つま り 、 示 自身 が 盛り 上 が る こと が 
イベ ント 成功 の 殺 訣 っ て わけ さ 。 これ か ら も 、 が ん ば る よ ! 


【 解 説 】 人 タリ ア ヂ ア は ロー マ に ある ヨロ ッ セ オ と 酷似 し て 
いる 8 用 か ら 、 同一 の も の と 見 て よい と 思い ます 。 コ ゴロ 
ン ア あみ は 本 来 、 命 を 賭け て 戦う 闘技 場 で す 。 負 け は す 
な わ ち 、 死 を 意味 する 試合 も 多数 行なわ れ て いた と い 
いま す 。 赤 、 黄 、 緑 の 種族 の 中 に 、 戦闘 を 好む 者 が い 
る の か も し れ ま せん ね 。 


【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 一 体 、 何 億 個 の 石 を 積 
み 上 げ て 私 ほ 入 上 衝 た の で し ょ う 。 途中 まで は し っ 
か り 数 え で 内 ん だ ほど 、 忘 れ ち ゃ いま し た 。 と に か 
く 、 途 方 才 息 い 数 の 世 大 か ら 成 る この 私 の シン プル 
か っ つ 鋭角 的 な 迷 何 学 的 フォ ルム 。 と く と ご 覧 あれ 。 
どこ か め れ で も 取 ず か し く な いわ 。 さぁ 、 さ ぁ 
も っ と よく 見 て 頂戴 ! 


【 解 。 説 】 世界 的 に 有名 婦 ピラ ミッ ド は 、 コ ロッ セ 
オ の ある イタ リア と 同じ 《 ぐ 、 地 中 海 に 面 し た エ ジ プ 
ト に あり ます 。 種族 た ち が 作 り 上 げた ピラ ミッ ド は 
それ ほど 高く あり ませ ん が 、 何 か を 崇め て 作ら れ た 
こと は 間違い な いで し ょ う 。 日 本 で も 東北 に ある グ ク 
ワ ロ マ タダ が 加 ラ ミッ ト だ どい う 説 が あり ます よ 。 
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【 モ ニュ メン ト の コメ ント 】 和 ね 、 一 体 、 な ん な ん で 
し ょ 。 ジ プ ガル で も よく わか り ま せん 。 で も 、 巨 人 を 
意識 し て 作ら れ た こと だ け は 確か 。 巨 人 を 招く た め 
な の か 、 あ る い は 選 け る た め な の か 。 と に か くわ か 
ら りな い 。 で も 、 意 味 深 で ある こと だ け は 確か ね 。 そ 
札 だ な けが 、 わ た し の 主 り な ん で す 。 


【 解 説 】 地上 絵 か ら 連想 する も の と いえ ば 、 ナ ス 
カ の で は な いで し ょ うか 7? ” あの 地上 絵 は と て つも 
な く 《 大 きく 。 そ し て 何 の 敷 居 も あり ませ ん 。 し か し 、 
全 種 攻 が 集合 し て 作っ た 地上 絵 は な に や ら り 豪 華 で 
す 。 も ちゃ ん と あり 、 絵 の 部 分 も 鋼 ら し き 金 属 の 
よう な も の で 作ら れ て いま す 。 こ れ は 種族 の 近代 化 
な が の で も よう か.? 


バベル の 挫 
Lhg toreF o+ Bsbgi 


[ そ = 計 生 の コメ ント 】 ワ シ は この 島 の 人 々 が 
作り だ し た 最大 の 理 策 物 で ある 。 ワ シン は この 島 の 
人 ん 々 の 半 舌 の 条 間 に て 、 最 終 的 な 到達 点 で ある 。 
ワシ は この 島 の 人 々 の 持て る 労働 力 の 全 成 果 で あ 
り 、 人 々 が 獲得 し た パワ ー を 代表 する 建築 物 で ある 。 
し か し 、 ワ シン は に の 島 全体 に 災厄 を 招く 存在 で あっ 
た 。 あ あ 、 放 肉 大 も ん じゃ の )。 


【 解 説 】 と て つも な 〈《 大 き な モ ニュ メン ト 。 バ べべ 
ル の 塔 に 関す る 文献 に 描か れ て いる バベル の 増 は 、 
らせん 状 に な っ て いる 階段 を どん どん 上 が っ て いく 
よう に な っ て いま す が 、 彼 ら の 作り 上 げた も の は そ 
れ と は 少し 違う よう で すね 。 バ ベル の 塔 を 建て よう 
と し た 人 間 た ち は 、 種 の 領 城 に 踏み 込 も うと し て 種 
の 冶 り に 触れ た と いい ます 。 


し っ の そん な 異 世界 が バル ト 島 に は ある らし い の で す 。 そ の 異 世 
ーー 衝 に 一 度 で も 踏み 入っ た 者 は 、 二度と 元 の 世界 に は 戻れ な いと いい ます 。 し か し 、 
私 は その 世界 に 行っ て 、 カ メラ で 撮影 を し 、 な ん と か 帰り つく こと が 出来 た の で す 。 あ 
まり に も 重要 機 寄 な こと な の で 、 大 っ ぴら に 公表 は で きま せん が 、 少 し だ け み な さん に 
思 世 界 を 撮影 し た 写真 を お 見 せ し よ うと 思い ます 。 この 事 は どう か くれ ぐれ も 内 密 に …。 


田 私 は 、 南 国 の 研究 レポ ー ト を 制作 する た め に 
この 国 に や っ て きま し た 。 私 は 、 そ の 研究 中 に 
ジャ ング ル に 迷い 込み 、 あ る 遺 跡 を 発見 し た の で す 。 
その 遺跡 は 、 と て も と て も 高く そびえ る 、 塔 の 
よう で し た 。 上 部 は 期 れ て いま し た が 、 そ れ で も 
まだ 高い と 感じ まし た 。 そ し て ここ か ら が 不 思 識 な 
出来 事 の 始ま りな の で す 。 私 は 、 そ の 塔 の 壁 に 


SPRY ニュ 手 を 触れ まし た 。 す る と 突然 、 地 震 の よう な 播 れ が 
1 これ は 進入 し た ば か り の 時 に 撮影 し た 写真 で す 。 ず っ と 歩き 続け ま 発生 し 、 気 が つく と 、 こ こと は 違う 世界 に 
し た が 、 座 も いま せん ……。 い っ た い ど うい うと ころ な の で し ょ うか ? | 
私 は 不安 に な り ま し た 。 飛ば され て し まっ た の で す …… 6 


ー を が 裏 弄 の 空 、 右 が 通 沙 の で す の で 、 爺 比べ て みて くだ さい 。 空 
の 色 が な ん と な く 違 いま すね 。 ピ ビー ン と 胡 り 詰め た 、 空気 が 甘み きっ て 
1 いる よう な 感じ が し ます 。 


ーー ーーーーーーーーーー 
8 人 SS 


ーー で ーー サー サーーー ーー 


f 少 の 色 は 、 エ メラ ルド グリ ー ン に な っ て いま し た 。 海中 の 塩分 濃度 
や 、 プ ラン クト ン な ど に よっ て 色 が 変化 する らし い の で 、 そ の 朝 響 か 
も し れ ま せん 。 


mmmmm ア mmm の エーーー 


{ めずらし い 植 物 を 発見 し まし た . 左 が 異 世界 の 植物 、 右 が 通常 の 租 物 
で す 。 異 世界 の 植物 は 、 と て も フサ フサ 感 が ある 柄物 で すね 。 典 世界 に 
は 、 小 さ な 植物 は この 一 種類 し か な いよ う で す 。 そ うい う 更 か ら 、 こ こ 
は 隔世 さ れ た 空間 と いう 可能 性 が あり ます ね 


ーー の ーーーーー ペ ーー 


ーー ツー ツーーーーー 


† 地上 を 歩い て いて 感じ た の で す が 、 陸地 が 、 絵 か 文字 の よう な 形 に 
な っ て いる よう で し た 。 こ の よう か な 繝 い 郊 地 が ずっ と 続い て いる の で 
す 。 い っ た い 何 を 暗 朱 し て いる の で し ょ うか ・…? 


oe 


1 どこ まで 行っ て も 入 工 物 が 爺 当 た り ま せん で し た 。 本当に 虚無 の 世 
界 と いっ て も いい か も し れ ま せん 。 さ ら に 、 繋 く ほ ど 海 閥 が 平坦 な の 
で す 。 こ れ は 別 の 意味 で 入 工 物 と 言っ て よい か も し れ ま せん ね 


ee mn ャ me 


† この 凌 世 界 の 寂し さ を い っ そう 引き 立て で て いる 胡 固 が わか り ま し 
た 。 こ の 世界 に は 、 ソ ドル の 声 が きこ えて こない の で す 。 と て つも 
な く 、 静 か な の で す 。 


1 ボッ クス か ら 人 間 が 飛び 出し て きま し た 。 こ の 畑 世 界 に 来 て か ら 初 
め て 、 人 類 に 出会う こと が 出来 た の で す 。 この 世界 で 、 は じ め て の 人 
類 で し ょ うか ? 私 は 、 ア ダム と イブ と いう 名 前 を つけ て 観 本 を する 
こと に し まし た 


† 建物 は 一 種類 だ け で は な いよ う で す 。 住居 らし き 建 物 も 2 種類 ほ 。 
あり 、 風 事 小屋 も ある よう で す 


田植 物 を 固形 燃料 と 携帯 用 鍋 で て 煮 、 錠 え を 

し の いで いま し た 。 気がつけ ば この 妹 世 界 に 
や っ て き て か ら 、3 日 が 経っ て いま し た 。 

私 は 、 周 囲 に 植物 が 増え て いる こと が わか り 
まし た 。 少 し ずつ で は ある の で す が 、 植 物 が 
いつ の 間 に か 生え て き て いる の で す 。 0 
そし て この 日 か ら 私 は 、 と て も めまぐるしい 
変化 に 驚く こと に な っ た の で す ……。 


{ 時 は 正 年 を 通 ぎ た 頃 で し ょ うか 。 突然 、 ボ ックス が 降っ て きた の で 
す 。 し か も 、 そ の ボッ クス は 私 が 今 ま で 移 た ボッ クス と は あき ら か に 
形状 が 違い まし た 。 簡明 な ガラ ス に "?" マー ク が 開 ま れ て いる と い 
フ テ デザ イン で 、 と て も 無機 質 な 双 じ が し まし た 


ーー プー の mmーーーーーーーーー…… 
ーー…ー… 
ーーーーm ツ mmーーーー…ー 


「 人 間 は 建物 を 建て は じ め ま し た 。 そ の 建物 は 、 地 中 海 の 海 沿 い に あ 
る よう な 、 と て も 美しい 建物 で す 。 や は りこ の 世界 は 、 今 まで の 文化 
と は 違っ た 凌 文 化 で ある こと を 確信 し まし た 


笠 


ーーーー マ ーー 


ーー マーー…ー 


ーーーーーー…ー 


1 竜巻 が や っ て きま し た 。 ど う や ら 壮 世界 で も 災害 が 発生 する よう で す 。 


ーー サー で ーー 


1 内 世界 で も 普通 の 世界 と 同じ く 、 赤い 人 色 の 栖 族 が あく 。 縺 色 の 種族 。 
が 少な いよ う で す 、 新 し い 色 の 種族 を この 第 界 に 呼 ぶ に は 、 ボ ックス | 
か ら 生 まれ させ る し か な いよ う で すね 。 2 
ーー ーーmーmーm ーー 一 ー 


1 大 き な 都市 の よう に 和 集落 が 発展 し まし た 。 ど ん どん 人 口 も 増え て い 
ます , 心 な し か 、 普通 の 世界 より も 増え る スピ ー ド が 早い と 和 感じ まし た 。 


放 そし て …… 
私 は 探索 中 に 誤っ て 、 世 界 の 果て か ら 落 ち て 


し まい まし た 。 気がつく と 、 ジ ャ ング ル の 塔 の 


前 に 倒れ て いた の で す 。 どうやら 元 の 世界 に 
戻っ て 来れ た よう で す が 、 も し か し た ら あ の 体験 は 
夢 だ っ た の か も し れ ま せん ……。 私 は その と き 、 
家 に 帰っ て みそ 汁 を 飲み た い 気 分 に か られ まし た 。 


ー 部 写真 が 不鮮明 な 箇所 が ご ざい ます が 、 大 変 責 重 な 
ボラ の た め 掲 載 に 至り まし た 。 ご 了承 下さ い (編集 部 ) 
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回 べ S と ハハ 臣 導 


ーー 
ーー 
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@ 即 売 


し 作 塗 く Q 人 0 号 付 | 鋼 AYA ホ トール 附 や SN6 の SI@ 
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要 QR に | VING 箇 朋 WGA 肖 RAOH 

ri 34 つ PRASG 燃 し 岡 KOENOJ く の 


S 睦 に 商 0 ン 的 を 回 和 下る UP JGA 


第 三種 郵便 物 許可 


突撃 前 の 隊員 を 盗 写 !! 彼ら の 闘志 あふ れる 
その 気合 に 、 押し 負け て し まい そう だ っ た ……。 


1 部 120 円 (消費 税込 み ) 
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